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外
で
遊
ば
な
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち

　
「
今
日
は
神
社
で
遊
ぼ
う
」「
広
場
に
４

時
ね
」
と
、学
校
で
の
勉
強
も
上
の
空
で
、

帰
っ
て
か
ら
の
遊
び
の
計
画
に
熱
中
し
て

い
た
昭
和
の
あ
の
日
。
あ
れ
か
ら
数
十
年

が
過
ぎ
、
平
成
20
年
7
月
。
学
校
訪
問
で

訪
れ
た
小
学
校
の
児
童
に
「
今
日
、
帰
っ

た
ら
何
し
て
遊
ぶ
の
」
と
尋
ね
る
と
「
テ

レ
ビ
か
な
」
と
の
回
答
。

　

詳
し
く
聞
く
と
、
帰
っ
て
か
ら
は
家
の

近
く
に
友
だ
ち
が
い
な
く
て
、
学
校
の
昼

休
み
し
か
遊
ば
な
い
と
い
う
４
年
生
の
返

事
で
し
た
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
少
子
・
高
齢
化
に
拍

車
が
か
か
り
、
志
布
志
市
で
も
、
小
・
中

学
校
25
校
（
休
校
１
校
）
の
子
ど
も
た
ち

が
約
３
千
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。

　

現
在
、
小
学
校
17
校
の
う
ち
、
６
校
が

複
式
学
級
（
２
学
年
以
上
の
学
年
で
学
級

編
制
）
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
も

増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、
複
式
学
級
を
は
じ
め
、
小

規
模
校
の
活
性
化
、
充
実
等
が
ま
す
ま
す

重
要
な
施
策
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
田
之
浦
小
学
校
を
通
じ
て
本

市
の
小
規
模
校
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

紹
介
し
、
学
校
・
地
域
の
努
力
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
る
と
と
も
に
、
今
後
の
小
規
模

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一人ひとりに届く学びの場を！特
集

ふ
る
里
を
教
材
に

　

学
校
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
内
の

各
小
学
校
で
は
、
地
域
の
特
色
あ
る
自
然

や
伝
統
・
文
化
等
を
積
極
的
に
学
校
行
事

や
学
習
活
動
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

田
之
浦
小
学
校
で
は
、
地
域
の
伝
統
行

事
「
だ
こ
祭
り
」
の
串
や
だ
ん
ご
づ
く
り

に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、 

子
ど
も
神
楽
保
存
会
の
指
導
の
も
と
、
地

域
に
伝
わ
る
神
楽
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た

活
動
に
よ
り
、
実
感
を
伴
う
理
解
を
子
ど

も
に
促
し
、
切
実
感
を
も
っ
て
、
知
識
や

知
恵
と
し
て
身
に
付
い
て
い
く
も
の
で

す
。
可
能
な
限
り
地
域
に
、
現
地
に
出
か

け
、
ふ
る
里
の
自
然
や
文
化
を
教
育
活
動

に
生
か
す
こ
と
を
推
奨
し
て
い
き
ま
す
。0
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市内と田之浦小学校の児童数の予測（教育行政要覧より）

自
ら
学
ぶ
力
を

　
「
複
式
学
級
に
な
る
と
、
２
つ
の
学
年

が
一
緒
に
学
ぶ
た
め
、
別
々
の
内
容
を
学

ぶ
と
き
に
は
、
片
方
は
自
分
た
ち
で
学
習

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
「
学
び
」
と
は
、
い
ず
れ
自
問
自
答
の

中
で
身
に
つ
い
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、

小
学
校
の
時
代
に
自
ら
学
ぶ
力
が
付
く
こ

と
は
、
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
く
、
中

学
校
・
高
等
学
校
ま
で
生
き
て
働
く
力
と

な
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

も
し
、
中
学
生
に
な
っ
て
「
分
か
り
ま

せ
ん
」「
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
発

言
が
複
式
学
級
経
験
者
か
ら
多
く
出
る
と

し
た
ら
、
小
学
校
で
の
複
式
学
級
の
在
り

方
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
に
な
っ
て
き
ま

す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
声
は

届
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

複
式
学
級
を
も
つ
学
校
で
は
、
一
人
ひ

と
り
に
応
じ
た
き
め
細
か
い
指
導
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
授
業
、
複
式
の
学
校
が
１
つ

の
学
校
に
集
ま
っ
て
行
う
集
合
学
習
等
、

様
々
な
工
夫
を
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
力

を
伸
ば
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
複
式
学
級
へ
の

補
助
教
員
の
配
置
や
特
認
校
制
度
の
活

用
、
さ
ら
に
は
、
授
業
力
ア
ッ
プ
の
研
修

等
、
側
面
か
ら
支
え
て
い
き
ま
す
。

他
人
と
の
か
か
わ
り

　

市
内
の
学
校
で
は
、
保
育
園
か
ら
中
学

校
ま
で
、
10
年
以
上
一
緒
と
い
う
子
ど
も

た
ち
も
い
ま
す
。
小
規
模
校
の
子
ど
も
た

ち
が
、
ど
う
し
て
も
不
足
す
る
こ
と
が
、

多
様
な
人
と
の
か
か
わ
り
で
す
。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
分
以
外
の
多
く
の

人
々
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
生
き
て
い
き

ま
す
。
毎
日
の
学
校
生
活
で
人
と
の
か
か

わ
り
は
、
社
会
に
出
た
と
き
、
一
番
大
き

な
力
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

小
規
模
校
の
悩
み
は
、
そ
の
「
他
人
と

の
か
か
わ
り
」
が
希
薄
に
な
り
が
ち
な
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
小
規
模
校
ゆ
え
の

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
か
ら
、
様
々
な
人

と
の
か
か
わ
り
体
験
を
計
画
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
希
薄
さ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と

は
可
能
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
地
域
の
方
々
が
ほ
と
ん
ど
参

加
す
る
運
動
会
や
学
習
発
表
会
等
日
常
の

学
習
に
お
け
る
老
人
ク
ラ
ブ
や
各
種
団
体

と
の
交
流
、
近
隣
の
小
規
模
校
が
集
ま
り

学
習
し
た
り
、
修
学
旅
行
等
に
で
か
け
た

り
す
る
な
ど
は
、貴
重
な
体
験
活
動
で
す
。

田之浦小学校では毎週月曜日は「校長先生と遊ぶ日」です。野球やドッジボールのほか昔の遊びなどを子どもたちは楽しみます

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
中
国
・

四
川
省
の
大
地
震
の
発
生
後
、
我
が
国
に

お
い
て
、
学
校
の
耐
震
化
の
話
題
が
盛
ん

に
出
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
国
の
支
援
策
を

活
用
し
な
が
ら
、
緊
急
度
の
高
い
も
の
か

ら
そ
の
対
策
を
急
い
で
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
１
月
に
立
ち
上
げ
ま
し
た

「
学
校
の
規
模
・
配
置
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」
に
お
い
て
も
、
今
後
の
市
内
の
学

校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
様
々
な
意
見
が

出
さ
れ
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
学
校
の
数
や
配
置
を
、
ど
の
よ

う
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
課
題
も
多

く
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
心
の
教
育
や
学
力
向
上
な
ど
に

つ
い
て
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
と
連

携
・
協
力
し
て
、
市
教
育
委
員
会
を
中
心

に
様
々
な
努
力
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
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神楽を奉納する子どもたち

一人ひとりに細やかな指導を行っています

小
規
模
校
の
魅
力
と
課
題

地域も一体となった運動会



　

田
之
浦
小
学
校
の
中
庭
に
は
、
き
れ
い

な
水
が
た
っ
ぷ
り
と
あ
ふ
れ
る
池
が
あ

り
、
メ
ダ
カ
の
観
察
や
学
校
行
事
で
捕
ま

え
た
魚
を
見
よ
う
と
休
み
時
間
毎
に
子
ど

も
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
池
は
、
昭
和
38
年
卒
業
生
が
鹿
児

島
県
を
形
ど
っ
た
も
の
を
記
念
に
作
っ
た

も
の
で
す
。

　

し
か
し
、こ
の
池
は
長
い
年
月
が
経
ち
、

泥
に
埋
も
れ
て
池
の
渕
も
一
部
崩
れ
、
朽

ち
か
け
て
子
ど
も
た
ち
に
も
忘
れ
ら
れ
た

存
在
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
赴
任
し
て
き
た
井
手
正
博

校
長
は
、
同
校
の
同
年
卒
業
生
で
思
い
出

の
池
を
見
て
「
せ
っ
か
く
の
池
、
子
ど
も

た
ち
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
、
田

之
浦
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会
の
委

員
長
で
同
級
生
の
井
久
保
修
二
さ
ん
等
に

「
池
を
修
理
し
て
、
魚
の
す
め
る
池
に
で

き
な
い
か
」
と
相
談
し
ま
し
た
。

　
「
校
舎
の
裏
の
山
か
ら
水
を
引
い
て
く

れ
ば
」
と
井

手
校
長
は
簡

単
に
考
え
て

い
ま
し
た
が

「
ど
う
せ
や
る

な
ら
し
っ
か

り
し
た
も
の

を
」
と
、
井

久
保
さ
ん
達

は
同
校
か
ら

約
１
・
２
㌔
離

れ
た
場
所
に
あ
る
、
以
前
は
飲
み
水
等
に

使
わ
れ
、
現
在
は
眠
っ
て
い
た
簡
易
水
道

の
水
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

休
日
を
利
用
し
た
工
事
に
は
、
同
級
生

や
後
輩
ら
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
次
々
集
ま

り
ま
し
た
。

　

水
源
地
に
は
た
め
池
代
わ
り
の
風
呂
お

け
を
設
置
し
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
道

管
を
掘
り
起
こ
し
た
り
、
水
道
管
を
つ
な

ぐ
作
業
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
途
中
に

は
15
㌢
程
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
が
立
ち

ふ
さ
が
り
タ
ガ
ネ
で
根
気
よ
く
穴
を
あ
け

る
作
業
を
行
い
管
を
通
し
ま
し
た
。

　

延
べ
３
日
間
か
け
た
作
業
は
５
月
11
日

に
完
了
し
、
池
に
は
き
れ
い
な
水
が
注

が
れ
て
い
ま
す
。
壊
れ
た
個
所
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
手
で
補
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
休
日
に
子
ど
も
た
ち
が
ミ
ス

テ
リ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
、
学
校
の
近

く
に
あ
る
安
楽
川
で
捕
ま
え
た
ハ
エ
や
カ

ワ
ム
ツ
、
ハ
ゼ
、
カ
ワ
エ
ビ
、
カ
ニ
が
移

さ
れ
、
池
の
住
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

教育の原点を見つめて

　新任当初から一貫して
へき地の学校を希望し続
けてきました。
　「教職生活の全てをへ
き地教育に捧げることが

できたら・・・」という夢を持っています。それほど、
私がへき地の学校にこだわったのは、一言で言うと「教
育の原点」を常に求め続けていたように思います。
　そして、出身校でもある田之浦小学校に今年赴任しま
した。現在の田之浦小学校の児童数は 27 人ですが、今
後の入学者も少ないため、このままではいずれ廃校か休
校の危機に陥ってしまうのではと心配しています。
　学校は、地域の灯りで地域の存続の大切な要因で、学
校がなくなれば、この地域に若い人が住まなくなると思
います。そして、たった 1人だけの入学では保護者が
不安がり入学を躊

ちゅうちょ

躇するかもしれません。
　確かに、住宅の問題などがありますが、魅力ある学校
になれば、きっと入学児童も増えると思います。そのた
めの、私の 4つの取り組みを紹介します。
　1つ目に、始業前に朝のかけ足を始めました。児童と
一緒に校庭を走るのです。最初は 1周も走れなかった
子どもたちが、現在は 4周走れるようになりました。
　2つ目に、月曜日の昼休みに「校長と遊ぶ日」を設定
しました。最初は集団でのゲーム等に消極的だった子ど
もたちも最近はたくましくなり、昔の遊びやドッジボー
ル、野球などを楽しみにしています。
　3 つ目に、休日を利用した「ミステリーアドベン
チャー」を企画しました。児童に故郷の自然を生かした
様々な体験活動を経験させるため、魚釣りや虫取り等を
年間を通じて体験させたいと思います。
　4つ目に、昆虫採集です。田之浦の野山を駆け巡るこ
とで自然と命を大切にする心を育みたいと思います。
　皆さんが心配される複式学級についてもハンディでは
なく、一人ひとり目の行き届いた指導によりメリットも
多いと思います。また自然体験が身近でできる環境があ
り、昼休みには子どもたちが虫取り網を持って一生懸命
走り回っていますが、このようなことが子どもたちの創
造力や知的好奇心をかき立てるのだと思います。
　児童や保護者のアンケートを見ると「楽しい学校にし
たい（児童）」「児童数が増えてほしい（保護者）」と様々
な要望がありますが、これらを実現するためには職員や、
児童、PTA はもちろんですが、地域の皆さんが心を一つ
にすることだと思います。学校とは、みんなの心が一つ
になり、同じ夢に向かって前進することだと思います。

地
域
の
力
で
学
校
の
中
庭
の
池
を
復
活

2008.7 ■市報しぶし　�一人ひとりに届く学びの場を！特
集

魅
力
い
っ
ぱ
い
の
田
之
浦
地
区

　
「
学
校
は
地
域
の
最
後
の
砦
」
と
話
す

井
久
保
修
二
さ
ん
。
以
前
あ
っ
た
営
林
署

等
の
公
共
機
関
等
が
な
く
な
り
、
過
疎
化

が
進
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

井
久
保
さ
ん
が
小
学
生
時
代
の
昭
和
30

年
代
に
は
３
０
０
人
を
超
え
て
い
た
児
童

も
大
変
少
な
く
な
り
、
現
在
で
は
そ
の
人

数
も
10
分
の
１
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
、

人
数
が
少
な
い
こ
と
が
更
に
少
人
数
に
な

る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い
か
心
配
し
ま
す
。

　
「
最
近
、
小
学
校
の
中
庭
の
池
を
修
復

し
て
か
ら
学
校
を
よ
り
身
近
に
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
話
し
、
池
の
水
が
出
な

く
な
っ
た
と
連
絡
が
来
れ
ば
笑
顔
で
学
校

に
駆
け
付
け
ま
す
。

　
「
田
之
浦
地
区
は
、
都
城
商
業
圏
や
志

布
志
市
街
地
も
短
時
間
で
移
動
で
き
、
緑

も
豊
か
で
す
。
住
め
ば
気
に
入
る
こ
と
は

間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
委
員
会
で
も
特
徴
あ
る
魅
力
的
な
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
宝
と
、
子
ど
も

神
楽
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
行
い
地
域
全

体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
ま
す
。

自
然
と
地
域
と
一
体
に
な
っ
て

　
「
今
回
の
学
校
の
池
作
り
に
、
地
域
の

方
が
数
多
く
参
加
し
た
こ
と
で
、
新
し
い

田
之
浦
小
学
校
の
方
向
性
が
見
え
て
き
ま

し
た
」
と
話
す
藤
迫
幹
和
さ
ん
。

　

学
校
で
も
、
先
生
方
が
自
然
に
学
ぶ
こ

と
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
教
え
て
く

れ
、
最
近
は
子
ど
も
た
ち
の
目
が
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

昆
虫
を
捕
ま
え
る
と
、
校
長
先
生
が
標

本
に
発
見
者
の
氏
名
を
書
い
て
く
れ
る
た

め
、
子
ど
も
た
ち
の
間
で
は
虫
捕
り
が
流

行
っ
て
お
り
、
休
日
は
「
虫
捕
り
」
に
せ

が
ま
れ
、
親
子
の
交
流
も
深
ま
っ
た
よ
う

で
す
。

　

今
後
は
自
治
会
で
地
域
の
方
と
協
力
し

て
イ
カ
ダ
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
と
川
下

り
を
す
る
な
ど
、
田
之
浦
で
し
か
で
き
な

い
体
験
を
子
ど
も
た
ち
に
さ
せ
よ
う
と
計

画
中
で
す
。

　
「
校
区
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に

学
校
は
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
藤
迫
さ
ん
。
魅
力
あ
る
小
学
校

づ
く
り
の
た
め
に
保
護
者
も
一
緒
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

田之浦地区ふるさとづくり委員会

委員長
井久保修二さん（57歳）

田之浦小学校ＰＴＡ

会長
藤迫幹和さん（37歳）

地域の協力で見事に復活した池
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ミステリーアドベンチャーで魚捕り

田之浦小学校
井手正博校長先生



　平成 20 年 1月、県内のすべての小学 5年生、中学 1年生、中学 2年生を対象に、「基礎・
基本」定着度調査が行われました。
　下の表 1は、志布志市の児童・生徒と鹿児島県全体の通過率（問題に対して正解した生徒の割合）を比較した
ものです。また、表 2は、各教科の観点ごとの通過率を棒グラフで比較しています。
　これらの表から分かることは、「基礎・基本」がほぼ定着している小学校に比べ、中学校では低くなっていると
いうことです。

表 1　教科ごとの通過率（％）の比較
学年 　分　類 国 語 社 会 算数・数学 理 科 英 語
小5

（現小6）
県平均
志布志市平均

70.8
69.8

77.7
78.4

79.1
79.7

76.1
74.4

中1
（現中2）

県平均
志布志市平均

72.9
69.8

73.0
69.1

73.9
72.9

68.2
65.1

69.1
65.9

中2
（現中3）

県平均
志布志市平均

81.7
78.3

72.4
65.5

68.8
60.1

57.4
50.4

59.0
49.4

■授業をとおした研修の充実
　授業の進め方、学力のつく授業のあり方はどうあ
ればよいか、教師も学びます。
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■保育園との合同研修
　保育や指導についての情報交換を行い、保・小の
連携を図っています。

原田小学校

■教育機器を活用した授業
　パソコンやプロジェクター等を使って、分かりや
すい授業を行っています。

■きめ細やかな個別指導
　優しく、分かるまできめ細やかな指導を行ってい
ます。

志布志小学校

■確かな見届けを大切にした授業
　生徒の学力の実態をつかみ、個に応じた指導の充
実を図っています。

■習熟度別指導（英語科・数学科）
　生徒一人ひとりの理解の程度に合わせて指導方法
の工夫をしています。

宇都中学校

中学校もっとがんばれ！
～平成 19 年度「基礎・基本」定着度調査の結果～

結果概要
①小学 5 年生
　　教科の通過率は、社会と算数において県平均
　より高い。国語と理科では、県平均よりわずか
　に低いです。
②中学 1 年生及び 2 年生
　　すべての教科において県の通過率を下回っ
　ています。特に、中学 2年は、ほぼ全教科で大
　きく県平均を下回っています。また、両学年と
　も英語における落ち込みは著しく表現力と知
　識・理解面の低下が顕著に表れています。

学力向上のための具体策
①学校は
　●「確かな学力」を育むための「目標の明確化」
　　「練り合い・深め合う場の工夫」「ラスト 10
　　分の取組」「反復 &スピード」の実践を徹底
　　します。
②家庭は
　●「早寝・早起き・朝ご飯」「ノー TV デー」　
　　を徹底する。
　●「60・90 運動」に取り組み、学習時間を必
　　ず確保します。
③教育委員会は
　●学力向上推進協議会を年 3回開催し、指導
　　力を向上させる。
　●こころざしアップ志布志講座を開催し、中学
　　生の学力を向上させます。
　● ICT 活用の充実を図ります。

※平均通過率とは、設問ごとの通過率（正答又は準正答を解答した生徒の割合）を教科全体で平均したものです。	
■問い合わせ先　志布志市教育委員会学校教育課　℡ 472-1111（内線 320）

学力向上への各学校の取組
　志布志市内の各小・中学校では、学力向上に向けて様々な取組をしています。ここでは、数校の取組の様子をご紹介します。
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や
っ
た
ぞ
日
本
記
録
更
新
！

　

６
月
６
日
か
ら
8
日
に
か
け
て
東
京
辰

巳
国
際
水
泳
場
で
開
催
さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
２
０
０
８
で
２
０
０
㍍
平
泳
ぎ

で
、山
口
観
弘
さ
ん（
志
布
志
中
２
年
）が
、

Ｂ
決
勝
で
優
勝
し
２
分
16
秒
37
の
日
本
中

学
新
記
録
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

山
口
選
手
は
志
布
志
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
ス

イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
大
脇
雄
三
代
表
の
指

導
の
も
と
同
種
目
で
国
体
二
連
覇
し
た
兄

の
山
口
大
貴
さ
ん
（
志
布
志
高
校
）
の
活

躍
に
刺
激
を
受
け
力
を
つ
け
ま
し
た
。

　

６
月
17
日
、
山
口
さ
ん
と
大
脇
代
表
は

市
役
所
を
訪
れ
、
日
本
記
録
更
新
の
報
告

を
し
ま
し
た
。「
世
界
新
で
ロ
ン
ド
ン
五

輪
制
覇
」
と
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て

日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
る
山
口
さ
ん

の
今
後
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
！

　

６
月
12
日
、
志
布
志
市
ふ
る
さ
と
協
議

会
（
池
崎
美
次
会
長
）
は
、
３
支
部
合
同

の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
６
月
10
日
か
ら
の
連
続
雨
量

が
有
明
地
区
で
１
４
３
㍉
、
松
山
地
区
で

１
３
２
㍉
、
志
布
志
地
区
で
１
５
４
㍉
を

観
測
し
、
事
故
や
災
害
の
発
生
が
心
配
さ

れ
た
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

出
発
式
は
３
支
部
ご
と
に
行
わ
れ
、
合

計
で
１
１
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
菱
田
川
の
流
れ
る

有
明
町
重
田
付
近
の
道
路
に
、
雨
に
よ
る

被
害
が
見
つ
か
り
、
事
故
が
起
こ
る
前
の

発
見
に
会
員
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま

し
た
。
雨
の
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル
お
疲
れ
様

で
し
た
。

操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

６
月
15
日
、
有
明
方
面
隊
、
６
月
24
日
、

松
山
方
面
隊
、
７
月
６
日
、
志
布
志
方
面

隊
で
そ
れ
ぞ
れ
操
法
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

各
大
会
と
も
、
出
場
し
た
団
員
は
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
方
面
隊
の
優
勝
分
団
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。
７
月
20
日
、
曽
於
市
で

曽
於
地
区
の
操
法
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
市
内
選
手
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

●
小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
分
団

　

新
橋
分
団
（
松
山
）・
田
之
浦
分
団
（
志

　

布
志
）・
第
４
分
団
（
有
明
）

●
ポ
ン
プ
車
の
部
優
勝
分
団

　

・
新
橋
分
団
（
松
山
）・
安
楽
分
団
（
志

　

布
志
）・
第
１
分
団
（
有
明
）

激しい雨の中で行われた有明方面隊の操法の様子
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一
人
暮
ら
し
高
齢
者
水
道
無
料
点
検

　

６
月
13
日
、
志
布
志
市
管
工
事
サ
ー
ビ

ス
連
絡
協
議
会
（
高
吉
修
会
長
）
が
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
と
し
て
志
布
志

地
区
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問

し
て
、
水
道
配
管
、
漏
水
等
の
無
料
点
検

を
行
い
ま
し
た
。

　

健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
た
出

発
式
の
あ
と
、
同
協
議
会
の
志
布
志
地
区

の
５
社
が
参
加
し
、
民
生
委
員
と
と
も
に

75
人
の
高
齢
者
宅
を
点
検
し
ま
し
た
。

　

点
検
を
受
け
た
方
か
ら
は
「
水
道
の
点

検
は
自
分
で
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
と

て
も
助
か
り
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
に
は
松
山
地
区
、
有
明
地
区

で
も
こ
の
無
料
点
検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

プロの手で水道を一つずつ点検しました

災
害
時
の
応
急
対
策
に
関
す
る
協
定

　

６
月
16
日
、
市
役
所
で
、
志
布
志
市
管

工
事
サ
ー
ビ
ス
連
絡
協
議
会
（
高
吉
修
会

長
15
社
）
が
市
と
、
災
害
発
生
時
の
応
急

対
策
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
締
結
で
、
災
害
時
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
水
道
施
設
の
応
急
対
策
も
加
わ

り
、
市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
使
命
の

中
で
災
害
時
に
適
切
か
つ
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
を
締
結
す
る
に
あ
た
り
、
高
吉
会

長
は
「
災
害
時
に
は
会
員
一
丸
と
な
っ
て

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
早
期
復
旧
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
災
害
の
心
配
さ
れ
る
季
節

で
す
が
、
万
一
の
際
に
は
同
協
議
会
に
よ

り
応
急
対
策
が
行
わ
れ
ま
す
。

協定の締結後に固い握手を交わす市長と高吉会長

さ
く
ら
じ
ま
ん
キ
ッ
ズ
が
誕
生
！

　

10
月
25
日
か
ら
28
日
ま
で
の
４
日
間
、

第
21
回
全
国
健
康
福
祉
祭（
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
）が
、鹿
児
島
県
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

 　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
は
、
60
歳
以
上
の

方
々
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
の
高
揚
、
社
会
参
加
の
促
進

を
目
的
と
し
た
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
健

康
と
福
祉
の
総
合
的
な
祭
典
で
す
。

　

６
月
24
日
、
こ
の
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
を

盛
り
上
げ
よ
う
と
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
通
山

小
学
校
を
訪
れ
、
同
小
の
３
年
生
に
ポ
ス

タ
ー
や
マ
ス
コ
ッ
ト
と
い
っ
た
応
援
グ
ッ

ズ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

当
日
、
子
ど
も
た
ち
は
「
さ
く
ら
じ
ま

ん
キ
ッ
ズ
」
と
し
て
北
海
道
の
選
手
の
応

援
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
で
大
会

が
更
に
盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

さくらじまんと記念撮影をした通山小学校 3 年生の児童

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
修
学
旅
行

　

６
月
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
鹿
児
島

市
の
県
立
甲
南
高
等
学
校
の
２
年
生
３
３
０

人
が
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
の
助
成
制
度
を
利
用
し

て
修
学
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
さ
ん
ふ
ら
わ
あ
志
布
志
航
路
利

用
促
進
協
議
会
が
、
同
船
を
利
用
し
た
ツ

ア
ー
に
対
し
て
、
船
賃
の
一
部
助
成
を
行

う
も
の
で
、
高
等
学
校
で
は
初
の
利
用
と

な
り
ま
し
た
。

　

16
日
の
出
発
前
に
は
本
田
市
長
も
駆
け
つ

け
お
礼
と
激
励
の
言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。

　

修
学
旅
行
に
参
加
す
る
善
福
圭
祐
さ
ん

は
「
昨
年
ま
で
は
、
海
外
で
し
た
が
今
年
は

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
で
関
東
・
関
西
の
大
学
を
グ

ル
ー
プ
で
見
学
を
す
る
の
で
楽
し
み
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

生徒にさんふらわあ利用のお礼を述べる本田市長

市役所で市長に日本記録の報告をする山口選手と大脇代表

有明地区の開会式には 40 人の方が集まりました

海
洋
団
地
が
受
賞

　

６
月
６
日
、鹿
児
島
県
青
少
年
会
館
で
、

県
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
第
40
回
定

期
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

志
布
志
地
区
の
海
洋
団
地
子
ど
も
会
育
成

会
が
優
良
育
成
団
体
と
し
て
県
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
育
成
会
が
、
長
年
に
わ
た

り
、
モ
デ
ル
子
ど
も
会
と
し
て
委
嘱
を
受

け
地
元
行
事
・
地
区
行
事
へ
積
極
的
に
参

加
し
、
団
地
内
や
周
辺
の
清
掃
活
動
・
花

の
苗
植
え
も
行
っ
て
お
り
、
通
行
さ
れ
る

方
々
か
ら
も
大
変
喜
ば
れ
る
な
ど
、
育
成

会
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

代
表
者
と
し
て
出
席
し
た
森
郁
代
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
嬉
し

い
で
す
。
こ
れ
を
励
み
に
さ
ら
に
地
域
を

盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

県青少年会館で表彰を受ける森さん
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s県
大
会
出
場

　

５
月
29
日
、
志
布
志
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
で
曽
於
地
区
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
会
が
行
わ
れ
志
布
志
市
か
ら
も

多
く
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

選
手
は
、
あ
い
に
く
の
空
模
様
の
も
と
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
て
好
成
績
を

残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
の
選
手
が
各
部

門
で
入
賞
し
７
月
に
行
わ
れ
る
県
大
会
に

出
場
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

市報しぶしの朗読サービス『和多市のしぶし』は毎週、月曜日と木曜日の午前5時から
右のＦＭ局で好評放送中です。

公
民
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

　

６
月
17
日
、
尾
野
見
小
学
校
の
６
年
生

児
童
が
自
分
た
ち
で
作
っ
た
尾
野
見
校
区

公
民
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
公
民
館
に

寄
贈
し
ま
し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
６
年
生
12
人
が

国
語
の
学
習
で
手
作
り
し
た
も
の
で
全
体

図
の
ほ
か
公
民
館
の
設
備
に
つ
い
て
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
津
曲
浩
太
さ
ん
は
「
僕
た
ち
が

作
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
公
民
館
で
活
用

し
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

公
民
館
の
管
理
人
で
あ
る
加
世
田
夏
子

さ
ん
は
「
公
民
館
は
昨
年
度
改
装
さ
れ
使

い
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
さ
ら
に
利
用
率
が
高
ま
る
と
思

い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

3 年男子 1500㍍走のスタートの様子

全国高等学校総合体育大会出場

　6月 3 日、4日に鹿児島市の県総
合体育センター体育館で開催された
県高等学校空手道競技大会で、有明
中学校出身の宮内祐哉さん（3年）
の活躍もあり、鹿児島第一高等学校
が男子団体組手で優勝し、8月に埼
玉県で開催される全国高等学校総合
体育大会に出場します。
　宮内さんは男子個人組手でも3位
に入賞するなど活躍をみせました。
尚、宮内さんは 7 月に開催される
全九州高等学校総合体育大会に団体
と個人の組手にも出場します。両大
会の宮内さんの活躍に期待します。

全国大会に出場する宮内さん（左から2人目）

山
重
幼
稚
園
児
が
お
礼

　

６
月
12
日
、
山
重
幼
稚
園
の
年
長
組
の

園
児
９
人
が
同
校
区
の
㈱
丸
山
工
務
店
を

訪
ね
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
同
工
務
店
が
例
年
行
っ
て
い
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
山
重
小
学
校
の
花
壇

の
整
地
と
、
幼
稚
園
の
築
山
に
埋
も
れ
て
い
た

大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
等
の
撤
去
作
業
を

し
て
い
た
だ
い
た
お
礼
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

同
園
の
園
児
は
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
よ
う
と
、
安
全
に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ

た
築
山
の
ち
ぎ
り
絵
と
、
園
児
が
育
て
た

野
菜
を
届
け
ま
し
た
。

　

同
工
務
店
の
丸
山
信
市
代
表
取
締
役
は

「
心
の
こ
も
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
ト
は
う
れ
し

い
で
す
ね
。
今
後
も
地
域
の
企
業
と
し
て

恩
返
し
を
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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〝
海
洋
冒
険
家
〟中
里
尚
雄
氏 

特
別
講
演
会

　

６
月
９
日
、
通
山
校
区
青
少
年
館
で
海
洋

冒
険
家
で
世
界
屈
指
の
プ
ロ
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー

フ
ァ
ー
の
中
里
尚
雄
氏
の
「
自
然
と
ひ
と
つ
」

と
題
し
た
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
里
氏
は
、
プ
ロ
活
動
の
傍
ら
自
然
と
の
調

和
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
べ
く
、
講
演
や
イ

ベ
ン
ト
活
動
を
全
国
各
地
で
行
っ
て
お
り
、
同

小
の
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

講
演
会
が
実
現
し
ま
し
た
。
急
き
ょ
日
程
が
決

ま
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
亀
ん
子
ク
ラ
ブ
の
会

員
や
そ
の
保
護
者
な
ど
が
大
勢
集
ま
り
環
境
へ

の
関
心
の
高
さ
を
見
せ
ま
し
た
。

　

中
里
氏
は
、
人
間
が
捨
て
た
ビ
ニ
ー
ル
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
が
海
を
漂
流
し
、
そ
れ
を
ウ
ミ
ガ

メ
が
好
物
の
ク
ラ
ゲ
と
思
い
食
べ
て
死
ん
で
い

く
な
ど
子
ど
も
た
ち
に
分
か
り
や
す
く
自
分
た

ち
に
で
き
る
環
境
問
題
を
話
し
か
け
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
に
は
子
ど
も
た
ち
は
、
中
里
氏
と

記
念
写
真
を
撮
影
し
た
り
サ
イ
ン
を
も
ら
う
な

ど
交
流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

全国人権擁護委員会から感謝状

　坪田則義さんは、人権擁護委員と
して9年あまり人権相談事件や地域
啓発活動等を通して、人権擁護の普
及に努めており、その功績が顕著で
あるため、全国人権擁護委員連合会
長から感謝状の贈呈がありました。
　6月 12 日、その伝達式が鹿児島
地方法務局鹿屋支局において行われ
ました。
　長い間の人権擁護に対する活躍お
疲れ様でした。

感謝状を受けた坪田さん

バ
レ
エ
へ
の
招
待

　

6
月
4
日
、
市
文
化
会
館
で
鹿
児
島
県

バ
レ
エ
協
会
に
よ
る
バ
レ
エ
公
演
が
行
わ

れ
、
市
内
の
小
中
学
校
7
校
の
子
ど
も
た

ち
が
バ
レ
エ
の
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
公
演
は
、
青
少
年
の
た
め
の
芸
術

鑑
賞
事
業
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
子
ど
も

た
ち
に
話
し
か
け
た
り
、
動
作
を
取
り
入

れ
た
参
加
型
の
講
演
で
バ
レ
エ
を
身
近
に

感
じ
る
内
容
で
し
た
。

　

バ
レ
エ
公
演
を
初
め
て
見
る
と
い
う
児

童
・
生
徒
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、
手
拍

子
や
歓
声
が
聞
こ
え
る
な
ど
バ
レ
エ
の
魅

力
に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

出
水
中
学
校
１
年
生
の
下
出
哲
大
さ
ん

は
「
白
鳥
の
湖
で
は
本
当
に
白
鳥
が
い
る

よ
う
な
優
し
い
感
じ
が
し
ま
し
た
。
と
て

も
面
白
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

バレエの舞台に見入っていました

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
勉
強

　

６
月
４
日
、
安
楽
小
学
校
で
４
年
生
以

上
の
児
童
が
体
育
館
に
集
ま
り
む
し
歯
予

防
の
た
め
の
学
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
校
歯
科
医
の
坂
元
歯
科
医
院
の
坂
元

宏
海
院
長
に
よ
る
む
し
歯
に
な
る
原
因
の

説
明
の
ほ
か
、
歯
科
衛
生
士
の
指
導
に
よ

る
歯
み
が
き
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歯
み
が
き
指
導
の
前
に
行
わ
れ
た
、
特

殊
な
薬
剤
を
使
っ
た
染
め
だ
し
で
は
、
給

食
の
後
に
歯
み
が
き
を
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
歯
に
子
ど
も
た
ち

は
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　

５
年
生
の
後
藤
拓
人
さ
ん
は
「
む
し
歯

は
治
療
し
て
安
心
し
て
い
た
け
ど
、
み
が

き
残
し
の
多
い
の
に
驚
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

みがき残しの多いのに子どもたちは驚きました

学　年 種　目 順 記　録 氏　　名
1年男子 100m走 1 12.8″永 吉 尊 弥
1年女子 100m走 1 14.6″田 中 志 歩
1年男子 1500m走 2 5′04″7 野 村 峻 哉
2年男子 100m走 1 12″5 榎 京 介
2年男子 100m走 3 12″8 折 田 直 哉
2年女子 100m走 3 14″6 萩迫佳寿美
3年男子 100m走 2 12″2 中 本 裕 哉
3年男子 100m走 3 12″4 畠 田 祥 吾
2年男子 1500m走 3 4′47″4 新 村 健 斗
3年男子 1500m走 1 4′31″4 田 中 君 幸
3年女子 800m走 3 2′36″0 山 下 聖 羅
低学年 80mH 1 16″5 吉 国 杏 蘭
低学年男子 4×100mR 1 52″7
共通女子 4×100mR 2 1′00″3
共通女子 200m 2 31″7 池口沙也佳
共通男子 3000m走 1 9′43″6 田 中 君 幸
共通男子 走高跳 1 1m85cm 山 中 亮 磨
共通女子 走高跳 1 1m30cm 高吉なぎさ

公民館管理人にパンフレットを手渡しました

子どもたちの心のこもったお礼に喜ぶ丸山さん

中里さんの優しく語りかける言葉に子どもたちは真剣に耳を傾けていました
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【第4回】（最終回）

公共交通に関する
市民アンケート調査

より詳しい内容は
http://www.city.shibushi.lg.jp　（市ホームページ）にて

公共交通 検索 クリック！

■問い合わせ先　企画政策課企画調整係　℡ 474-1111（内線 254）

　市では、市民の皆様がより利用しやすい公共
交通の充実を図るため、市内全域の交通体系の
あり方について検討を行っています。その中で、
市民の皆様のご意見を広く頂戴するため、平成
19 年 12 月に「公共交通に関する市民アンケー
ト調査」を行いました。
　4 回にわたりその結果を報告してきました
が、最終回の今回は、自由意見欄に頂いたご意
見をいくつかご紹介します。

　少しマヒがある為リハビリが必要です。家にとじこ
もっているばかりより外出できて温泉やショッピング
センターなどに行けたらうれしいです。（70 ～ 74 歳）

　現在、自動車の運転ができるので公共交通機関の
必要性は感じないが将来運転のできない場合を想像
するとコミュニティバスか福祉タクシーなどの運行
が切実な問題になってくると思う。（75 歳以上）

　現在、車の運転をするので考えられません。年金
生活になって、運転できなくなったら、タクシー形
式も必要になるのかな？税の負担も増えると困るの
で利用する人はそのつもりで、必要なお金は支払い
たいです。（40 ～ 59 歳）

　都城や鹿屋方面にもっと便利にいけたらいいと思
います。買い物は市内では不十分なので。運転はで
きますが、自分専用の自動車がありませんので、バ
スを利用したい。（40 ～ 59 歳）

　なるだけ歩きます。遠くへ行く時は、子供に頼み
ます。（65 ～ 69 歳）

　公共機関による、特に市内での充実を是非お願いし
ます。近い将来に年を重ねれば、やがて車の運転が難
しくなり不便な所に住まいがあるため生活困難になる
ことでしょう。経費節減のためにも公共機関が充実す
れば現在でも利用したいです。（65 ～ 69 歳）

　便利ではあるが町の負担が大きくなるのであまり
使いたくない。ほかの事に使ってほしい。（70 ～ 74 歳）

　環境問題（温暖化、省エネ）をもっと身近な問題
としてとらえるならば是非巡回型のバス、ハイブリッ
ト車の運行をするべき。マイカーの運転は年齢的に
少なくなると思うので、交通機関の充実は必要であ
る。（70 ～ 74 歳）

　バスを利用する人は高齢者だと思います。もっと
分かりやすい停留所（目に付きやすい場所）にして
いただきたい。（60 ～ 64 歳）

　福祉タクシーがあるから助かっている話は良く聞
きます。でも自分のことになると、まだ車の運転が
できますので答えがでません。（60 ～ 64 歳）

■自由意見欄に寄せられた意見より ( 抜粋 ) ■

■　

■　

ま　

と　

め　

■　

■

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

現
状
は
約
８
割
の
方
が
自
分
の
運
転
す
る

車
で
移
動
さ
れ
る
と
い
う
結
果
で
し
た
。

外
出
先
は
主
に
買
い
物
や
病
院
で
、
ど
こ

に
行
く
か
に
つ
い
て
は
、
松
山
地
区
、
有

明
地
区
、
志
布
志
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
特
徴
が
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
新

し
い
公
共
交
通
機
関
の
導
入
に
つ
い
て

は
、約
６
割
の
方
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
、

２
０
０
円
か
ら
３
０
０
円
程
度
の
料
金
で

運
行
し
て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
。

　

自
由
意
見
で
は
、
現
在
は
必
要
で
な
い

が
、
将
来
的
に
は
必
要
に
な
る
と
い
う
意

見
が
最
も
多
く
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
身

近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

■
□
■
□
■
□
■
□
■

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
通
し
て
様
々
な
ご
意
見

を
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
市
で
は
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
環
境
面
や
福
祉
面
、

財
政
面
を
考
慮
し
、
市
民
の
皆
様
が
最
も

利
用
し
や
す
く
、
喜
ば
れ
る
公
共
交
通
に

な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
身
近
な
移
動
手
段
で
あ
る
公
共
交

通
の
利
用
を
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

万
一
に
備
え
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
講
習

　

６
月
20
日
、
潤
ケ
野
小
学
校
体
育
館
で

職
員
と
保
護
者
、
26
人
が
南
部
消
防
署
員

の
指
導
の
も
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
度
、
市
内
全
小
中
学
校

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
万
一
の
際
に
保
護
者
も
操
作
が
で
き

る
よ
う
に
と
、
同
小
の
学
校
保
健
委
員
会

が
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

蘇
生
訓
練
人
形
を
相
手
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操

作
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

保
護
者
か
ら
は
「
実
際
に
使
っ
て
驚
き

ま
し
た
。
万
一
の
際
は
落
ち
着
い
て
応
急

処
置
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」
と
の
声
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
講
習
会
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。

真剣に操作講習を受ける保護者

男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

　

6
月
８
日
、
ア
ピ
ア
２
階
ホ
ー
ル
で
、

「
～
家
族
の
絆
が
未
来
を
豊
か
に
～
愉

快
！
痛
快
！
理
解
！
男
女
共
同
参
画
っ
て

何
？
」
と
題
し
、
落
語
家
の
三
代
目
林は

や
し
や家

染そ
め
じ二
師
匠
に
よ
る
落
語
・
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
の
方
か
ら
は
「
言
葉

は
難
し
い
け
ど
、
よ
く
考
え
て
み
る
と
身

の
回
り
に
い
く
ら
で
も
あ
る
事
が
よ
く
分

か
っ
た
」「
笑
い
の
中
に
、
人
と
人
と
の

絆
が
よ
く
分
か
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
く
、
分
か
り
や
す
い
講
演
に
笑
い

の
中
に
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
一
人

ひ
と
り
の
身
近
な
問
題
と
し
て
理
解
し
て

い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。

落語を通して男女共同参画を楽しく知ることができました

市
民
編
集
員
が
決
定
し
ま
し
た

　

市
報
し
ぶ
し
４
月
号
で
募
集
し
て
い
た

市
民
編
集
員
が
決
定
し
ま
し
た
。
市
民
編

集
員
は
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
づ
く

り
の
た
め
に
、
市
民
の
目
線
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
市
民
編
集
員
は
志
布
志
市
青
年

団
連
絡
協
議
会
の
堀
口
義
仁
会
長
と
同
協
議

会
の
勝
田
希
さ
ん
、
丸
﨑
広
記
さ
ん
の
３
人

で
す
。

　

６
月
10
日
、
市
役
所
で
今
年
度
の
市
民
編

集
員
の
活
動
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
市
民
編
集
員
に
な
っ
た
勝
田
希
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
は
分
か
り
や
す
い
紙
面
作

り
の
お
手
伝
い
を
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
若
者
の
活
躍
を
特
集
し
た
い
」

と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

彼
岸
花
の
里
づ
く
り

　

新
橋
地
区
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

（
野
村
広
志
委
員
長
）
で
は
、
昔
の
水
田

景
観
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
「
彼
岸
花
の

里
づ
く
り
事
業
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

６
月
１
日
、
球
根
の
定
植
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
昨
年
秋
、
地
域
か
ら
彼
岸

花
の
球
根
の
提
供
を
募
り
、
仮
植
え
し
て

い
た
約
一
万
球
の
う
ち
約
半
分
の
球
根
を

掘
り
出
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
地
域
住
民
や

高
齢
者
ク
ラ
ブ
、
小
学
生
な
ど
約
80
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に
よ
り
新
橋
八
反
田

地
区
水
田
の
南
側
畦
畔
に
定
植
し
た
も
の

で
、
黄
金
色
の
稲
穂
に
赤
い
彼
岸
花
が
映

え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
約
１
㌔
に
わ
た
り

定
植
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
来
年
も

継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

市役所職員より説明を受ける市民編集員

秋には彼岸花が咲き誇ることを夢見て作業をしました

2008.7 ■市報しぶし　12
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国民健康保険医療費の推移
■０歳～６９歳 ■７５歳以上（老人）

長
寿
医
療
制
度
へ
移
行

　　なんと！！
6年前と比較すると
約 11億円も医療費が
　　増えています !

40億
8911万円

40億
8038万円

老
人
保
健
制
度

※1万円未満切り捨て
※平成20年分は見込みになります

40億
391万円

41億
6698万円

40億
6886万円

41億
5996万円

966万円

23億
7103万円

国
保
制
度

25億
6624万円

25億
4024万円

26億
3173万円

25億
5159万円

25億
2692万円 26億

5327万円

8億
3434万円 見

込
み

11億
1675万円10億

6357万円5億
5332万円

3億
6192万円

6 年間で約 50％も増加しています！

1億
7094万円

2008.7 ■市報しぶし　1�

医療費が増えると国保税も増えるって本当？
　そうです。国保税は、私たちが病院などで受診したときの医
療費に充てられます。
　ということは、医療費が増えると、それを補うために国保税
を値上げすることも考えられるということです。ですから、日
頃から健康づくりに励み、医療費の節約に心がけましょう。 高い医療費

みんなで助け合い国保の心
■平成 20 年 4月分療養給付費等の状況です。
一 般 １９４，８６１，７１８円
退 職 ７，４３９，００４円
後期高齢者支援金 ４２，９６０，７８４円
介 護 納 付 金 １７，９５５，０００円
合 計 ２６３，２１６，５０５円
国保1人あたり平均 ２１，５７８円
　この金額は、国民健康保険に加入している皆さ
んが医療機関等で診療したものに対し、市が支
払った医療費です。

■負担内訳です。（一般分）
医 療 費 総 額 ２６６，６１２，３００円
市
負
担

療 養 給 付 費 １９４，８６１，７１８円
高 額 療 養 費 ２２，７２７，４５８円
他 法 負 担 ７，４９６，７６１円

本 人 負 担 ４１，５２６，３６３円
医療費総額の約 84.4％を市が負担しています。

健
康
を
支
え
る　

国
保

■
国
保
は
み
ん
な
の
支
え
合
い

　

国
保
（
国
民
健
康
保
険
）
は
、
わ
た
し

た
ち
が
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
安
心

し
て
お
医
者
さ
ん
に
受
診
で
き
る
よ
う

に
、
普
段
か
ら
お
金
（
国
保
税
）
を
出
し

合
っ
て
、
そ
の
診
療
費
の
一
部
に
充
て
る

「
助
け
合
い
」
の
制
度
で
す
。

　

国
保
は
、
国
が
提
唱
す
る
医
療
保
険
の

「
国
民
皆
保
険
制
度
」
の
柱
と
し
て
、
地

域
住
民
の
医
療
の
確
保
と
健
康
の
保
持
・

増
進
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
急
速
な
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
等
に
よ
り
、
医
療
費
は

老
人
医
療
を
中
心
に
毎
年
増
加
す
る
一

方
、
経
済
活
動
の
低
迷
や
就
業
構
造
の
変

動
と
い
っ
た
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

国
保
税
の
収
入
が
伸
び
な
い
な
ど
、
厳
し

い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
良
質
な
医
療
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
医
療
保
険
制

度
の
安
定
的
運
営
を
維
持
し
、
給
付
と
負

担
の
公
平
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、

従
来
に
も
ま
し
て
皆
さ
ん
（
被
保
険
者
）

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

■
国
保
の
現
状

　

志
布
志
市
（
合
併
前
も
含
む
。）
で
は
、

こ
れ
ま
で
国
保
会
計
の
貯
金
で
あ
る
「
国

保
基
金
」
か
ら
取
り
崩
し
を
行
い
、
国
保

会
計
の
歳
入
の
不
足
分
を
補
っ
て
き
ま
し

た
。

　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
基
金
取
崩
し
額

は
、
約
１
億
７
百
万
円
（
国
保
全
被
保
険

者
一
人
当
た
り
約
６
１
８
３
円
）
で
、
国

保
基
金
残
高
は
、
平
成
20
年
５
月
末
現
在

で
約
２
６
５
０
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
平
成
20
年
度
も
引
き
続
き
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

■
医
療
費
負
担
の
増
加

　

志
布
志
市
国
保
の
医
療
費
（
74
歳
ま
で

の
医
療
費
総
額
。
老
人
分
を
除
く
）
は
、

平
成
14
年
度
以
降
の
６
年
間
で
約
50
㌫
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
平
成
14
年
10
月
に
老
人
保
健

法
が
改
正
さ
れ
、
老
人
保
健
医
療
制
度

の
対
象
年
齢
が
、
そ
れ
ま
で
の
「
70
歳

以
上
」
か
ら
「
75
歳
以
上
」
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
で
、
国
保
が
負
担
す
べ

き
医
療
費
が
増
加
し
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
下
図
の　
　
　

の
部
分
）

　

一
方
、
国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
か
ら
納

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
国
保
税
（
国
民
健

康
保
険
税
）
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て

い
ま
す
。

志布志市の国保は危機的状況です！

0% 20% 40% 60% 80%

100% 120% 140%

０～9歳

1０～19歳

2０～29歳

3０～39歳

4０～49歳

5０～59歳

6０～69歳

7０～74歳

74歳～

年齢階層別の主要疾病受診率状況
①感染症及び寄生虫症（ウイルス疾患、腸管感染症など）
②新生物（ガン、白血病など）
③内分泌、栄養及び代謝疾患（糖尿病、甲状腺障害など）
④精神及び行動の疾患（総合失調症、躁うつ病など）
⑤眼及び付属器の疾患（白内障、結膜炎など）
⑥循環器系の疾患（高血圧性疾患、脳梗塞、脳内出血、心疾患など）
⑦呼吸器系の疾患（かぜ、ぜんそく、アレルギー性鼻炎、肺炎など）
⑧消化器系の疾患（胃潰瘍、肝炎、肝硬変など）
⑨皮膚及び皮下組織の疾患（皮膚炎、湿疹など）
⑩筋骨格系及び結合組織の疾患（関節症、腰痛症、神経痛など）
⑪腎尿路生殖器系の疾患（腎不全、前立腺肥大など）
⑫損傷、中毒及びその他の外因の影響（骨折、やけどなど）
⑬その他（①～⑫までの各数値が３％未満の場合、その数値を含む）

　０～９歳までは、かぜやぜんそくなどの「呼吸器系の疾患」による受診が多くなっています。40 歳以上は、生活習慣に起因す
る高血圧性疾患や脳梗塞などの「循環器系の疾患」やガンなどの「新生物」による受診が高齢化に比例して著しく増加しています。
　「身体の痛みや疲れなど感じていないから大丈夫」と、自分の健康を過信していませんか。年に１回は、定期検診（特定健康
診査やガン検診）を受けて、身体の健康チェックをしましょう。

① ⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑫ ⑬

⑤ ⑦ ⑧ ⑨ ⑬

⑤ ⑦ ⑧ ⑬

④ ⑦ ⑧ ⑨ ⑬

④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑬

② ③ ④ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑬

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑩ ⑬

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪⑫ ⑬

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬

志布志市国民健康保険
平成 19 年 5月診療分

年
齢
階
層

受診率

4.0 3.6 37.8 8.2 5.2
3.8
7.7

3.4 10.6 5.9 3.5 9.2

3.9 5.0 7.2 18.5

6.2 8.4 7.6 3.2 18.4

5.1 5.7 3.3 8.2 4.5 16.1

3.2 4.6 5.7 13.3 3.3 10.9 4.8 13.5

4.6 9.1 3.9 6.6 33.4 4.8 13.6 9.6 14.8

5.7 9.6 3.1 10.1 47.4 4.9 15.3 3.4 16.3 3.1
3.2 7.4

6.2 8.4 3.7 10.7 51.9 5.7 12.0 3.1 15.4 3.7 6.5 7.6

80%

どうやって医療費
を節約するの？

○
で
き
る
だ
け
、
診

療
時
間
内
の
受
診
を

し
ま
し
ょ
う
。

○
毎
年
健
康
診
断
を

う
け
ま
し
ょ
う
。

○
薬
を
た
く
さ
ん
欲

し
が
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

○
適
度
な
運
動
を
し

ま
し
ょ
う
。

○
重
複
受
診（
病
院
を
い
く

つ
も
は
し
ご
す
る
こ
と
）は

や
め
ま
し
ょ
う
。

○
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

平成20年
夏 季 号

志
布
志
市
役
所
保
健
課

℡
４
７
４
ー

１
１
１
１
１

　
　
　
　

内
線（
１
２
４
）
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■健康についての様々な相談にいつでも応じています。お気軽にお問い合わせください。
本庁保健課		Tel	474-1111　志布志支所福祉課			Tel	472-1111　松山支所福祉課		Tel	487-2111
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特定健診（個別）実�医療機関（個別）実�医療機関個別）実�医療機関）実�医療機関実�医療機関
医療機関名称 電話番号 予約
山下クリニック ℡487-9001 不要
陽春堂内科診療所 ℡472-5511 要
末野医院 ℡472-1535 不問
石神診療所 ℡474-0107 不問
大山病院 ℡472-1400 要
松下医院 ℡472-1124 要
間世田医院 ℡472-0418 要
手塚クリニック ℡472-5565 要
砂原医院 ℡474-0020 要
山口内科 ℡473-1188 要
東郷クリニック ℡473-1035 要
出口医院 ℡472-1538 要
小村外科医院 ℡472-0672 要
平川内科 ℡472-0145 要
みやじクリニック ℡471-5000 要
藤後病院 ℡472-1236 要
医療法人	左右会	
藤後クリニック ℡472-1237 要

はまさき耳鼻咽喉科 ℡473-3387 要

志布志市の国保は危機的状況です！

市
長
コ
ラ
ム

本
田
修
一

健
康
と
生
き
が
い

　

市
の
医
療
費
の
負
担
が
大
変
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
被
保

険
者
の
年
齢
や
窓
口
負
担
等
の
引
き
上

げ
等
を
行
う
な
ど
制
度
改
正
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
増
え
続
け
る
高
齢
者
医

療
費
の
財
政
負
担
を
抑
制
し
「
高
齢
者

の
医
療
費
を
国
民
全
体
で
支
え
る
」
こ

と
を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
の
が
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
は
様
々
な
ご
意
見
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
国
全
体
で
考
え

る
と
何
ら
か
の
制
度
は
必
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
様
々
な
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
運
用
に
よ
り
改
善

さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
を
考
え
る
と
新
医
師
臨
床

研
修
制
度
が
平
成
16
年
に
始
ま
り
、
研

修
先
を
自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
り
、

研
修
医
は
都
市
部
へ
集
中
し
、
地
方
の

医
師
数
は
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
労
働
力
と
し
て
の
研
修
医

を
多
く
抱
え
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ

た
大
学
病
院
が
人
手
確
保
の
た
め
関
連

病
院
へ
派
遣
し
た
医
師
を
引
き
上
げ
始

め
た
結
果
、
地
方
で
は
医
療
そ
の
も
の

が
成
り
立
た
な
く
な
る
な
ど
の
問
題
も

出
始
め
て
い
る
の
で
す
。こ
の
よ
う
に
、

志
布
志
市
の
医
療
は
大
変
難
し
い
局
面

に
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
に
何
が
大

切
か
考
え
る
と
、
や
は
り
「
健
康
」
だ

と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
で
は
、
膨
ら
み
続
け

る
医
療
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
そ
し

て
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
健
康
増
進
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
私
自
身
も
多
忙
を
言
い
訳

に
運
動
不
足
で
、
世
間
を
騒
が
せ
て
い

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
気

が
か
り
で
す
。「
早
期
発
見
・
早
期
治
療
」

が
病
気
を
治
す
最
善
の
方
法
と
言
わ
れ

ま
す
。
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
も
、
対

象
と
な
ら
れ
て
い
る
方
は「
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
」
を
受
け
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ
ラ
イ
フ
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
元
気
で

自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
」
だ
と
思
い

ま
す
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
健
康
を
保
た
れ
て
る
方
も
多
い
よ
う

で
す
。
私
は
こ
こ
に
、
生
活
を
も
っ
と

充
実
さ
せ
る
た
め
に
「
生
き
が
い
」
を

提
案
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
元
気
な
高
齢
者
の
皆
さ
ん

が
、
自
宅
の
農
園
で
安
心
で
安
全
な
野

菜
作
り
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ら
の
野
菜

を
家
族
で
消
費
す
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

残
っ
た
野
菜
を
健
康
手
作
り
野
菜
と
し

て
流
通
さ
せ
れ
ば
、
き
っ
と
消
費
者
も

喜
ぶ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
高
齢

者
の
方
も
社
会
参
加
す
る
こ
と
が
生
き

が
い
作
り
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
に
入
り
暑
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
健
康
管
理
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
型
脂
肪
症
候
群
）』
は
内
臓
型
肥
満
を

共
通
の
要
因
と
し
て
高
血
糖
、脂
質
異
常
、

高
血
圧
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
状
態
で
す
。

ま
た
、
近
年
の
研
究
で
、
高
血
圧
や
高
脂

血
症
（
脂
質
異
常
症
）、
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
は
単
独
で
は
な
く
、
互
い
に

関
連
し
て
発
症
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。さ
ら
に「
血
糖
が
ち
ょ
っ
と
高
め
」「
血

圧
が
ち
ょ
っ
と
高
め
」
と
い
っ
た
軽
度
の

段
階
で
も
、
併
発
す
る
こ
と
で
、
動
脈
硬

化
が
急
速
に
進
行
し
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
男
性

の
２
人
に
１
人
、
女
性
の
５
人
に
１
人
が

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
か
そ
の
予

備
軍
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断
基
準

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
診
断

基
準
で
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
が
必
須
条

件
で
、
選
択
項
目
の
う
ち
２
つ
以
上
を
満

た
し
て
い
る
場
合
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
と
診
断
し
ま
す
。

■
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
危
険
性
！

　

日
本
人
の
三
大
死
因
は
、
が
ん
、
心
臓

病
、
脳
卒
中
で
す
が
、
そ
の
う
ち
心
臓
病

と
脳
卒
中
は
、
動
脈
硬
化
が
要
因
と
な
る

病
気
で
す
。『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
』
の
人
は
、
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
で

あ
る
「
肥
満
症
」、「
高
血
圧
」、「
糖
尿
病
」、

「
高
脂
血
症
」
を
重
複
し
て
発
症
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
危
険
因

子
の
重
複
に
よ
り
動
脈
硬
化
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
た
め
。
命
に
か
か
わ
る
病
気
を

急
速
に
招
き
ま
す
。（
下
図
参
照
）

■
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
？

　

内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま

だ
全
て
は
解
明
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
原
因

の
大
き
な
要
素
を
占
め
て
い

る
の
は
、「
過
栄
養
」
と
「
運

動
不
足
」で
す
。
さ
ら
に「
た

ば
こ
」
は
高
血
圧
と
関
係
し

て
動
脈
硬
化
を
促
進
し
ま

す
。

　

長
年
培
っ
て
き
た
不
健
康

な
生
活
習
慣
が
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を
つ
く
り

だ
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

6月 18日に改善センターで行われた5歳児歯科検診で虫歯の無かった子どもたちです。

梨
り の

乃ちゃん望
み お

織ちゃん心
こ は る

春ちゃん

メタボリックシンドロームの診断基準
必須項目 内蔵脂肪蓄積

ウエスト周囲径　男性≧ 85cm
　　　　　　　　女性≧ 90cm

選択項目 中性脂肪	 ≧ 150mg/dL
	かつ / または
HDLコレステロール	＜ 40mg/dL

収縮期（最大）血圧	≧130mmHg
かつ / または
拡張期（最小）血圧	≧ 85mmHg

空腹時血糖	 ≧ 110mg/dL

※ウエスト周囲径は立ったまま、軽く息をは
　いた状態でへそまわりを測定。
※高血圧、糖尿病で薬剤治療を受けている場
　合は、それぞれの項目に含めます。

日本内科学会雑誌94（4）,188,2005 参照

不健康な生活習慣

●不適切な食生活
●運動不足
●過剰なストレス
●喫煙
●過度の飲酒
　　　　　など

病気になる手前
（予備軍）の状態
	●肥満
	●血圧高め
	●血糖高め
	●中性脂肪高め
　　　　　など

生活習慣病
（メタボリック
　シンドローム）
	●肥満症
	●糖尿病
	●高血圧症
●高脂肪症	など

重症化・合併症

●虚血性心疾患
　（心筋梗塞、狭心症）
●脳卒中
　（脳出血、脳梗塞）
●糖尿病の合併症
		（失明、人工透析）など

生活機能の低下

	●介護が必要な	
	　状態
　　　　　など

動脈硬化が促進

●動脈硬化はなぜ怖い ?
　動脈硬化とは、全身へ血液を運ぶパイプである血管（動脈）が硬く
なることをいいます。動脈の内側にコレステロールがたまって血管内
が狭くなり、血管が硬くなってもろくなります。そのために血液がな
がれにくくなったり、血栓（血のかたまり）がつまりやすくなり、脳
卒中や心筋梗塞などを起こす原因となります。

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

に
な
ら
な
い
た
め
に
は
ま
ず
、
内

臓
脂
肪
を
た
め
な
い
こ
と
で
す
。

内
臓
脂
肪
の
た
ま
る
要
因
の
ほ
と

ん
ど
は
、
日
常
生
活
の
中
に
あ
り

ま
す
。
運
動
と
食
生
活
を
中
心
と

し
た
自
分
の
生
活
習
慣
を
振
り
返

り
、
で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ひ
と

つ
改
善
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
具

体
的
対
策
に
つ
い
て
は
次
回
に
詳

し
く
説
明
し
ま
す
。

（　　　　　  ）

血流が良好

外膜

中膜

内膜

内皮細胞

健康な血管（断面図）

血流が
悪くなる

動脈硬化を起こした血管（断面図）
血栓

（血小板の集まり）

ブラーク
脂質等が血管壁に付くことで血管壁
が厚くなり、血管が狭くなる。

メタボリック症候群で
脳卒中・心疾患の

発症危険度は

　35.8 倍！

「特定健診・特定保健指導」で
あなたの健康を守りましょう！

■問い合わせ先　国民健康保険係　℡ 474-1111（内線 122）
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　不健康な生活習慣を続けていると内臓脂肪が蓄積し、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の原因とな
ります。さらに、その状況を放置しておくと、脳卒中や心臓病（心筋梗塞など）、糖尿病合併症などの生活習慣病
をひきおこす危険が増大します。そこで、新しい健診・保健指導では、メタボリックシンドロームとその予備群を
見つけ、生活習慣病を予防するプログラムが組まれます。
　あなたの健康を守るために、対象者は「特定健診・特定保健指導」を受けましょう。集団検診は健康ふれあいプ
ラザ（志布志地区）、農村環境改善センター（有明地区）、やっちくふれあいセンター（松山地区）等で行います。
また、次にある各医療機関でも受けられます。（ただし、申込みのうえ、受診券が必要です。）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
①

＋



男女がともに認め合い、
いきいきと輝くまちをつくろう

男女共同参画社会
の実現を目指して

Vol.29  

2008 男女共同参画フォーラム
いい明日を男

と も

女に奏でるハーモニー
　とき　7月 25 日～ 8月 3日　ところ　かごしま県民交流センター
入場無料（ただし参加申込みが必要）
７.26（土）
■基調講演　13:10 ～ 14:40
●演題「ハートフル・トーク～大切なものがわかれば変えられる」
●講師　神津カンナさん（作家・内閣府男女共同参画会議議員）
■ワークショップ　15：00 ～ 18：00
　①「結婚は幸福の条件か？」
　②「しゃべくり・カフェ～あなたはあなたのままでいい～」
　③「『デートＤＶ』って知ってます？」
７.27（日）
■ワークショップ　10：00 ～ 12：00
　④「103 万円？ 130 万円？働かないほうがいいって本当？
　　　～多様化するライフスタイルの法律・社会保障の仕組み～」
■ワークショップ全体会　13：30 ～ 14：30
■自主企画講演会　14：45 ～ 16：45
●演題「篤姫たちの明治維新」
●講師　三嶽公子さん
　　　　（特定非営利活動法人かごしま文化研究所副理事長）
　　　　朗読劇　「女と刀」鹿児島純心女子学園放送部
　　　　企画　特定非営利活動法人かごしま文化研究所
８. ３（日）
■男女共同参画週間教育フォーラム　13：30 ～ 15：30
　演題「学校教育と男女共同参画社会～その基本と実践～」
　講師　武隈晃さん
　　　　（鹿児島大学教育学部教授・県男女共同参画審議会委員）
　　　　たもつゆかりさん
　　　　（オフィスピュア代表・県男女共同参画審議会委員）
■申込締切　７月１８日（金）
■申し込み・問い合わせ　　鹿児島県男女共同参画センター
　℡ 099-221-6603　Fax	099-221-6640
　E-Mail		harmony@kagoshima-pac.jp

　

栗
原
直
子
さ
ん
が
埼
玉
県
か
ら
志
布
志

市
（
旧
志
布
志
町
）
に
新
規
就
農
制
度
で

夫
婦
で
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
来
た
の
は
平
成
11

年
で
し
た
。
き
っ
か
け
は
夫
の
進
さ
ん
の

「
老
後
は
暖
か
い
南
の
地
で
暮
ら
し
た
い
」

の
一
言
か
ら
で
し
た
。

　
「
農
業
の
経
験
が
全
く
な
か
っ
た
の
で

2
年
間
の
研
修
は
本
当
に
大
変
で
し
た
」

と
話
す
栗
原
さ
ん
。
そ
れ
ま
で
の
消
費
者

と
し
て
の
立
場
か
ら
、
生
産
者
と
し
て
の

立
場
に
目
線
が
変
わ
り
、
現
代
の
食
の
あ

り
方
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

夫
婦
で
ピ
ー
マ
ン
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
営

ん
で
い
ま
し
た
が
、
完
熟
し
て
出
荷
で
き

な
い
赤
く
な
っ
た
ピ
ー
マ
ン
を
ど
う
に
か

で
き
な
い
も
の
か
と
、
赤
ピ
ー
マ
ン
を

使
っ
た
ケ
チ
ャ
ッ
プ
「
ピ
ー
チ
ャ
ッ
プ
」

を
つ
く
り
、
平
成
15
年
鹿
児
島
県
特
産
品

コ
ン
ク
ー
ル
食
品
の
部
で
奨
励
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
機
に
、
規
格
外
品
の
農
産
物

を
利
用
し
た
食
品
製
造
販
売
会
社「
ラ
イ

ク
マ
ム
」を
娘
さ
ん
と
二
人
で
起
業
し
ま
し

た
。
当
初
は
自
家
生
産
し
た
完
熟
ピ
ー
マ

ン
で
商
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、
注
文

が
相
次
ぎ
農
業
の
空
い
た
時
間
だ
け
で
は

製
造
が
間
に
合
わ
な
く
な
り
、
現
在
は
市

内
の
農
家
か
ら
材
料
を
調
達
し
て
い
ま
す
。

　

ピ
ー
チ
ャ
ッ
プ
発
売
後
は
、
焼
酎
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
や
焼
き
芋
プ
リ
ン
バ
ー
等

次
々
と
新
商
品
を
作
り
、
様
々
な
賞
を
受

賞
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
ど
の
商
品
も

原
材
料
に
は
市
内
の
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
ク
マ
ム
に
は
〝
お
母
さ
ん
の
よ
う

に
〟
体
の
こ
と
を
考
え
た
安
心
・
安
全
な

食
品
を
作
り
続
け
た
い
と
の
願
い
が
あ
り

ま
す
。
現
在
は
４
種
類
の
商
品
を
展
開
し

て
い
ま
す
が
、
手
作
り
で
作
り
続
け
る
の

は
、
こ
れ
が
限
界
と
い
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
商
品
を
直
接
消
費

者
に
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
意
見
を
商

品
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
自
宅
を
改
築
し
て

カ
フ
ェ
を
開
店
す
る
予
定
で
「
８
月
に
は

始
め
ら
れ
そ
う
」と
話
し
ま
す
。（
ご

来
店
の
際
に
は
℡
４
７
３
ー
３
５
９
７

ま
で
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
）

　

志
布
志
市
に
新
し
い
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
風
を
爽
や
か
に
吹
か
せ

て
栗
原
さ
ん
は
ま
た
新
し
い
商
品

の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自宅を改装して 8 月にはカフェをオープンしたいという栗原さん

Vol20.栗原直子さん（53 歳）

1 つずつ気持ちを込めて作りたいという想いから、商品の製造はもちろん、ラベルの一枚一枚も従業員が貼り付けていきます。
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分
か
り
や
す
さ
に
も
っ
と
工
夫
を

「
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み

や
す
く
」
が
男
女
共
同
参
画
の
周
知

を
図
る
上
で
、
大
切
な
課
題
に
な
る

だ
ろ
う
。
具
体
的
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

私
が
従
事
し
た
新
聞
社
の
生
活
家
庭
部
で
の

企
画
記
事
の
編
集
姿
勢
に
、
ヒ
ン
ト
め
い
た

も
の
が
ひ
そ
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

生
活
家
庭
部
の
記
者
は
、
デ
ス
ク
、
部

長
が
居
並
ぶ
企
画
会
議
で
自
分
の
ア
イ
デ

ア
を
通
す
こ
と
が
第
一
の
関
門
に
な
っ
て

い
る
。
例
え
ば
「
中
年
に
さ
し
か
か
っ
た

男
性
の
心
情
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
は
、

あ
り
き
た
り
過
ぎ
て
ま
ず
パ
ス
し
な
い
。

「
俺
、
30
歳
。
お
じ
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
揺

れ
る
心
」
な
ら
「
面
白
そ
う
」
と
い
う
声

が
か
か
っ
た
り
す
る
。

　

自
治
体
の
担
当
者
も
共
同
参
画
の
大
切

さ
や
細
々
と
し
た
情
報
を
ス
ト
レ
ー
ト
に

発
信
す
る
の
で
は
な
く
、
男
女
、
世
代
別
、

雇
用
者
か
否
か
な
ど
で
き
め
細
か
な
差
別

化
、
練
り
上
げ
方
が
あ
っ
て
い
い
。
私
は

男
女
共
同
参
画
が
井
戸
端
会
議
や
街
の
赤

提
灯
で
話
題
に
な
る
く
ら
い
の
“
庶
民

性
”
が
持
て
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。
そ

う
な
る
か
否
か
は
ひ
と
え
に
、
広
報
の
あ

り
方
な
ど
に
か
か
っ
て
い
る
。

平成20年度
男女共同参画基礎講座受講生募集
　地域、職場等において、社会的性別（ジェ
ンダー）の視点をもった男女共同参画の推進
役となる人材養成を目的として、男女共同参
画社会づくりの推進に必要な基礎知識と手法
を学ぶための連続講座を開催します。
■講師　たもつゆかりさん（オフィスピュア代表）
■日時　第１回　　９月　６日（土）
　　　　第 2回　　９月１３日（土）
　　　　第３回　　９月２７日（土）
　　　　第 4回　１０月　４日（土）
■時間　13:15 ～ 16:45
■会場　かごしま県民交流センター研修室
■定員　50 人
■申込締切　8月 23 日（土）
■申し込み・問い合わせ
　鹿児島県男女共同参画センター
　℡ 099-221-6603　Fax	099-221-6640
	　E-Mail	harmony@kagoshima-pac.jp

ライクマムの商品の詳細についてはホームページ http://likemom.net/ にてご確認ください。

実践女子大学人間社会学部教授
鹿嶋　敬　氏

4

※コラム出典：「男女共同参画の広報のために」（男女共同参画の広報啓発に関する研究所製作）

女性支援相談室・フリーダイヤルをご利用ください
■相談室開設日：毎月第１・３水曜日午後１時～５時　　■開設場所：有明農村環境改善センター内
■フリーダイヤル（平日、8 時 30 分～ 17 時）　 0120-786-054（なやむ・おごじょ）
■問い合わせ先　企画政策課男女共同参画係　Tel	474-1111（内線 250・255）

ライクマムのオリジナル商品



21　市報しぶし■ 2008.7 2008.7 ■市報しぶし　20

「
志
布
志
」
を
台
湾
に
売
り
込
め
！

～
フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
２
０
０
８
に
出
展
～

　

６
月
18
日
か
ら
21
日
ま
で
、
台
湾
の
台

北
市
で
、「
フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
２
０
０
８

（
第
18
回
台
湾
国
際
食
品
見
本
市
）」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
と
は
、
毎
年
開
催
さ

れ
る
ア
ジ
ア
最
大
級
の
食
品
見
本
市
で
、

今
年
は
開
催
地
で
あ
る
台
湾
を
は
じ
め
、

世
界
中
か
ら
27
の
国
や
地
域
の
食
品
関
連

の
団
体
が
集
ま
り
、
商
品
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。
日
本
か
ら
の
出
展
は
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
、
87
企
業
の
出
展
が
あ
り
、

全
国
22
の
都
道
府
県
の
企
業
や
団
体
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
じ
め
て
「
志
布
志
市
」
と
い
う

ブ
ー
ス
を
設
け
、
市
内
の
株
式
会
社
益
田

製
麺
、
株
式
会
社
岡
崎
鶏
卵
志
布
志
店
、

株
式
会
社
岡
留
蒲
鉾
本
舗
、
若
潮
酒
造
協

業
組
合
の
４
社
が
出
展
し
ま
し
た
。

　

フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
に
は
、
世
界
各
国
か

ら
商
品
を
買
う
人
（
バ
イ
ヤ
ー
）
が
集
ま

り
、美
味
し
い
も
の
や
珍
し
い
も
の
な
ど
、

取
り
扱
い
た
い
商
品
を
探
し
に
来
ま
す
。

出
展
を
し
て
い
る
人
た
ち
に
商
品
の
特
徴

や
値
段
、
数
量
や
納
期
な
ど
商
品
情
報
を

聞
い
て
、
取
り
扱
う
か
ど
う
か
を
決
め
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
商
談
を
す
る
こ
と
が
出

展
の
目
的
で
す
。

　

ま
た
、
出
展
者
は
、
来
場
し
た
お
客
さ
ん

に
試
食
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
の

商
品
が
台
湾
の
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

か
と
い
う
実
験
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

「
志
布
志
」の
味
は
台
湾
で
も
大
好
評
！

　

今
回
出
展
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
商
品
は
、

台
湾
の
人
た
ち
に
大
好
評
で
、
用
意
し
て

い
た
も
の
が
全
て
な
く
な
る
ほ
ど
の
人
気

で
し
た
。
ま
た
、
商
談
も
数
多
く
あ
り
、

台
湾
の
有
名
デ
パ
ー
ト
や
、
台
湾
に
２
千

店
舗
を
構
え
る
大
手
小
売
店
な
ど
か
ら
、

「
是
非
商
品
を
取
り
扱
い
た
い
」「
製
品
を

作
る
技
術
を
提
供
し
て
ほ
し
い
」「
台
湾

で
の
販
売
権
利
が
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
取
り
引
き
の
詳
細
を
話
し
合
っ

て
い
き
ま
す
が
、
商
談
が
成
立
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
４
社
の
製
品
が
世
界
中
で
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

出
展
者
の
皆
様
か
ら
は
、
今
年
の
フ
ー

ド
タ
イ
ペ
イ
は
、
大
成
功
に
終
わ
っ
た
と

い
う
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
来
年
も
こ

の
フ
ー
ド
タ
イ
ペ
イ
に
志
布
志
市
の
ブ
ー

ス
を
出
す
予
定
で
す
の
で
（
※
予
定
は
変

更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）、食
品
メ
ー

カ
ー
や
生
産
者
の
方
で
、
興
味
が
あ
る
方

は
、
お
気
軽
に
市
役
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　

今
回
の
出
品
を
終
え
て
、
今
後
の
展
開

に
向
け
て
課
題
や
様
々
な
目
標
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

志
布
志
市
を
世
界
に
売
り
込
む
こ
と

は
、新
し
い
流
通
を
生
み
、生
産
者
に
と
っ

て
も
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
は
そ
の
商
品
価
値

を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
積
極
的

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■問い合わせ先　市役所港湾商工課　℡ 474-1111（内線 286）

志布志を売り込め！



２００８志布志みなとまつり
7 月 26 日（土）・27 日（日）

　　志布志港　　
開催日時　7 月 26 日（土）　前夜祭
　　　　　舞台会場解放・前夜祭花火大会

　　　　　7 月 27 日（日）　本祭
　　　　　舞台演芸・花火大会
開催場所　志布志港旅客船埠頭（観光船バース）

さんふらわあクルージングや巡視船「おおすみ」の体験航海、
マリンスポーツ、太鼓の競演、ハンヤよさこいなども行われます。

問い合わせ先　志布志みなとまつり実行委員会事務局（志布志市商工会内）　℡ 472-1108
※ 7 月 27 日が荒天の場合、花火大会は 8 月 1 日（金）に延期します。

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、
液
晶
テ
レ
ビ

等
の
電
子
機
器
に
は
、
そ
の
内
部
に
レ
ア

メ
タ
ル
（
希
少
金
属
）
が
多
量
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

レ
ア
メ
タ
ル
と
は
、
地
球
上
の
存
在
量

が
少
な
い
金
属
や
、
経
済
的
・
技
術
的
な

理
由
で
純
粋
な
も
の
を
取
り
出
す
こ
と
が

難
し
い
金
属
の
総
称
で
、
コ
バ
ル
ト
や
リ

チ
ウ
ム
等
31
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
コ
バ
ル
ト
や
リ
チ
ウ
ム
は
携
帯

電
話
の
小
型
電
池
に
使
わ
れ
、
イ
ン
ジ
ウ

ム
は
薄
型
テ
レ
ビ
等
の
液
晶
パ
ネ
ル
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
）
は
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
の
高
性
能
モ
ー
タ
ー

の
磁
石
な
ど
に
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
こ
れ
ら
の
安
定
的
な
供

給
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

各
国
の
経
済
成
長
に
よ
り
レ
ア
メ
タ
ル

の
需
要
が
急
増
し
、
レ
ア
ア
ー
ス
の
一
つ

ネ
オ
ジ
ム
は
価
格
が
５
年
前
の
6.1
倍
に
な

り
、
ジ
ス
プ
ロ
シ
ウ
ム
は
同
じ
く
5.7
倍
に

な
る
な
ど
高
騰
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
産

出
国
の
輸
出
規
制
強
化
に
よ
り
、
日
本
国

内
で
の
枯
渇
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
国
内
の
携
帯
電
話
の
契
約
数
は

１
億
件
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
買

い
替
え
需
要
に
よ
る
回
収
は
個
人
情
報
の

流
出
の
心
配
も
あ
り
30
㌫
に
も
満
た
な
い

も
の
で
す
。

　

市
民
の
皆
様
の
ご
自
宅
に
眠
っ
て
い
る

使
用
済
み
の
携
帯
電
話
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
販
売
店
等
の
回
収
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

2�　市報しぶし■ 2008.7

21 世紀は環境の世紀 ! 未来の子ども達に美しい地球を残すことは今を生きる私たちの責任です。

■問い合わせ先　市民環境課環境政策室　℡ 474-1111（内線 131）

※ひまわり券の交換期限が平成 20 年 5月 31 日までとなっておりますが、本年度中はご利用いただけます。

　都市鉱山とは、都市部で大量廃棄される IT 機器や電

化製品に含まれるレアメタル等の有用な金属を〝鉱山〟

に見立てたものです。

　独立行政法人物質・材料研究機構の今年 1月の発表

によれば、国内の都市鉱山には貴金属の金が約 6800㌧、

銀約 6万㌧、レアメタルのインジウムが 1700㌧、タン

タル約 4400㌧が眠っているといいます。

　これは、世界有数の資源国に匹敵する規模で、これ

らの活用が早急の課題となっています。

リチウム ベリリウム ボロン
チタン クロム マンガン

ニッケル ガリウム ゲルマニウム
ルビジウム ストロンチウム ジルコニウム
モリブデン パラジウム
アンチモン セシウム
ハフニウム タンタル タングステン

プラチナ タリウム ビスマス
（希土類） コバルト セレン

ニオブ インジウム バリウム
バナジウム レニウム テルル
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■
趣
旨

　

市
で
は
、
市
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
計

画
段
階
か
ら
市
政
に
参
加
で
き
る
体
制
を
整

え
、
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
住
民
参

画
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、
市
の
振

興
及
び
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す

た
め
、「
志
布
志
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
は
、

委
員
30
人
以
内
で
組
織
し
、
市
長
が
委
嘱

し
ま
す
。
今
回
、
新
し
く
委
員
の
一
部
に
つ

い
て
広
く
市
民
か
ら
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

３
人

（
旧
町
ご
と
に
１
人
ず
つ
）

■
募
集
期
間　

７
月
31
日
（
木
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
資
格

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
人
。

●
満
20
歳
以
上
で
、
市
内
に
居
住
又
は
市

　

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
。

●
平
日
に
開
催
す
る
会
議
に
参
加
で
き
る

　

こ
と
。

●
本
市
の
他
の
附
属
機
関
の
委
員
で
な
い

　

こ
と
。

●
公
務
員
・
市
議
会
議
員
で
な
い
こ
と
。

●
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
応
募
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
（
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
若
し
く
は
企
画
政

策
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
志
布
志
市
役
所
企
画
政

策
課
又
は
各
支
所
・
地
域
振
興
課
へ
持
参
・

郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず

れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
委
員
の
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

■
活
動
内
容

　

委
員
会
は
、
市
長
の
要
請
に
応
じ
、
次

の
こ
と
に
つ
い
て
調
査
・
協
議
し
、
市
長

に
報
告
し
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
で
は
、

各
種
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
必
要
な
事
項

に
つ
い
て
、
積
極
的
に
意
見
を
述
べ
、
ま

た
は
提
言
等
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、年
間
４
回
程
度
の
会
議
を
開
催
し
、

１
回
の
会
議
時
間
は
、
概
ね
２
時
間
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
各
種
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
策
定
に
関
す

　

る
こ
と
。

●
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

■
選
考
方
法
お
よ
び
結
果
通
知

　

選
考
は
、
応
募
用
紙
に
記
入
さ
れ
た
意

見
・
抱
負
等
に
よ
り
行
い
ま
す
。
ま
た
、

選
考
結
果
は
８
月
上
旬
ま
で
に
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。

■
委
員
の
謝
礼

　

１
回
の
会
議
ご
と
に
、
謝
金
と
費
用
弁

償
（
車
賃
等
）
を
支
給
し
ま
す
。

■
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　

志
布
志
市
企
画
政
策
課　

地
域
政
策
係

●
〒
８
９
９
ー
７
４
９
２　

　

志
布
志
市
有
明
町
野
井
倉
１
７
５
６

●
℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
２
）

●
Fax
４
７
４
ー
２
２
８
１

●E-m
ail tiikiseisaku@city.shibushi.lg.jp

■問い合わせ先　企画政策課地域政策係　Tel	474-1111（内線 252・256）

ド
ド
～

ン

１
万
発
の
花
火
が
志
布
志
の
夜
空
を
彩
り
ま
す

みんなでつくる共生・協働・自立のまちづくり
志
布
志
市
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

～
あ
な
た
も
志
布
志
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
～

地球にやさしいこと
　　　はじめよう！

ＷＡＮＴＥＤ

希
少
貴
金
属
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？携帯電話等の回収にご協力ください

※販売店回収では電話機に記録されている個人情報は適正に処理して回収されますのでご安心ください。



　
「
白
鳥
神
社
」
は
有
明
町
伊
崎
田
の
霧

岳
の
山
裾
に
あ
り
ま
す
。
祭さ

い
じ
ん神

は
「
日
本

武
尊（
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）」で
す
。

白
鳥
神
社
の
創
建
は
、
天
保
十
四

年
（
１
８
４
３
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
た

『
三さ

ん
ご
く
め
い
し
ょ
う
ず
え

国
名
勝
図
会
』
に
よ
る
と
「
白
鳥
権

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
の
礼
祭
に
は
無む

び
ょ
う
そ
く
さ
い

病
息
災
、
護ご

こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

国
豊
穣

の
祈
願
祭
が
盛
大
に
行
わ
れ
、

宮ぐ
う
じ
そ
う
じ
ょ
う

司
奏
上
、
お
供
え
の
献
上
等
の
後
に
神

舞
が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　
「
白
鳥
神
社
の
神
舞
」
は
本
来
二
十
八

段
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
は

六
段
を
奉
納
し
て
い
ま
す
。
ま
た
神
舞
と

は
別
に
、
地
元
の
女
子
中
学
生
に
よ
る

「
浦う

ら
や
す安
の
舞
」
も
舞
わ
れ
、
礼
祭
や
元
旦

祭
に
花
を
添
え
ま
す
。

　
「
白
鳥
神
社
の
神
舞
」
の
起
り
に
つ
い

て
は
、
文
久
二
年
（
１
８
６
２
年
）
に
書

か
れ
た
と
さ
れ
る
『
神
事
舞
一
巻
』
が
現

存
し
、
詳
細
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
る
と
文
久
二
年
の
頃
、
世
間

に
「
コ
ロ
イ
（
コ
レ
ラ
）」
が
流
行
り
、

一
度
か
か
る
と
必
ず
死
ぬ
と
い
わ
れ
、
こ

の
状
況
を
ど
う
に
か
し
よ
う
と
、
安
楽
の

山
宮
神
社
の
神か

ん
ぬ
し主
に
教
え
を
乞
う
た
の
が

始
ま
り
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　　

神
社
の
一
ノ
鳥
居
の
左
脇
に
は
、
市
の

有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

「
庚こ

う
し
ん
ぞ
う

申
像
」
の
石
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

庚
申
像
は
中
国
よ
り
伝
わ
っ
た
「
道

ど
う
き
ょ
う教」

に
由
来
す
る
庚
申
信
仰
に
基
い
て
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
石
塔
の
表
面
中
央
に
庚
申

の
本
尊
で
あ
る
「
青し

ょ
う
め
ん
こ
ん
ご
う

面
金
剛
」、
そ
の
下

段
に
「
三
猿
」（
み
ざ
る
・
い
わ
ざ
る
・

き
か
ざ
る
）、
さ
ら
に
そ
の
下
段
に
は
仏

像
が
浮
き
彫
り
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
ノ
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
石
段
を
上
が
る

と
、
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
随ず

い
し
ん
ぞ
う

神
像
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

像
は
一
対
の
衣い

か
ん
そ
く
た
い

冠
束
帯
の
坐ざ

ぞ
う像
で
、
左
側

が
吽

う
ん
ぎ
ょ
う形

の
像
、
右
側
が
阿あ

ぎ
ょ
う形

の
像
で
す
。

阿
形
像
の
背
面
に
は
「
享
保
二
十

（
１
７
３
５
年
）
歳
三
月
吉
祥
日
」
と
刻

字
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
坐
像
は
元
々
神
社
に
付
属
し
て
い

た
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈

に
よ
り
そ
の
寺
が
壊
さ
れ
、
幸
い
に
も
無

事
に
残
っ
た
「
随
神
像
」
が
、
後
に
拾
い

上
げ
ら
れ
現
在
の
位
置
に
据
え
ら
れ
た
と

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　　

こ
れ
ら
の
文
化
財
が
今
で
は
境
内
に

ひ
っ
そ
り
と
鎮ち

ん
ざ座
し
て
い
ま
す
。
創
建
か

ら
幾
度
か
の
再
興
を
経
て
、
こ
れ
ま
で
に

数あ
ま
た多
の
地
元
の
人
々
の
努
力
で
大
事
に
守

ら
れ
続
け
、
今
こ
こ
に
あ
る
の
で
す
。

　

そ
れ
は
過
去
の
物
で
は
な
く
、
地
元

の
住
民
の
思
い
の
結
晶
で
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。

現
社
、
井
崎
田
村
に
あ
り
。
文
和
元
年

（
１
３
５
２
年
）
建こ

ん
り
ゅ
う立

す
」
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
幾
度
か
の
再
興
を
経

て
、
現
存
す
る
本
殿
と
拝は

い
で
ん殿
は
大
正
十
年

に
建
て
替
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

神
社
境
内
に
入
っ
て
み
る
と
、
楠
・
樫
・

イ
チ
ョ
ウ
・
広こ

う
よ
う
ざ
ん

葉
杉（
市
指
定
天
然
記
念
物
）

等
の
大
木
や
孟も

う
そ
う宗
竹
林
に
囲
ま
れ
た
自
然

林
の
中
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
神
社
の

幽ゆ
う
げ
ん玄
さ
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　　

白
鳥
神
社
で
は
市
の
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る「
白
鳥
神
社
の
神
舞
」

が
奉
納
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
神
舞
は
、
現
在
白
鳥
神
社
神
舞
保

存
会
「
お
か
ぐ
ら
会
」
に
よ
り
伝
承
さ
れ

て
お
り
、
例
年
、
春
と
秋
に
礼
祭
日
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
昭
和
五
十
年
代

頃
か
ら
は
大お

お
み
そ
か

晦
日
か
ら
元
旦
に
か
け
て
の

深
夜
に
行
わ
れ
る
「
元
旦
祭
」
に
も
奉
納

歴史を感じる白鳥神社の外観

庚申像の石塔

■問い合わせ先　教育委員会 生涯学習課　Tel 472-1111（内線 333）　
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弓 道 教 室 を 開 催 し ま す
　弓道は、他の競技と異なり、相手は人でなく的
なので、一人で楽しむことができます。
　年齢に関係なく、それぞれ自分の体力に応じた
強さの弓を使って、晴雨に係わらず調整すること
が可能な誰にでもできる武道です。
　市弓道連盟では健康と精神力の鍛錬を目的に弓
道教室を開催します。この弓道教室では小学 5年
生から高齢者までどなたでも参加できます。また、
開講期間中の用具は弓道場に用意していますので、
準備の必要はありません。

■開講期間　8月 1日～ 10 月 30 日
　　　　　　時間は 19 時～ 21 時
■開講場所・問い合わせ先
●志布志弓道場（火・金曜日）
　松 尾 武 蔵　℡ 473-1459
　安野孝千代　℡ 475-2507

志布志創年市民大学公開講座・志布志市人権教育講演会

風の丘　阿蘇大野勝彦美術館館長
働き盛りの 45 歳。ある日、両手のない人生がはじまった…。
風の丘から　義手の画家、命と感動のメッセージ
大野　勝　彦　講演会
■演題「みんな　やさしさの根っこでつながっている」
■日時　8月 27 日（水）　開場 17:30　開演 18:30
■会場　志布志市文化会館
■入場無料（但し、入場整理券必要）
※入場整理券は、7月 18 日（金）より、生涯学習センター
　生涯学習センター有明、生涯学習セ
　ンター松山、生涯学習課・各教育委
　員会分室、各地区公民館でお求めく
　ださい。
■問い合わせ先
　志布志市生涯学習センター
　　　　　　　　　　　　　　℡ 472-3050

初心者大歓迎！らくらく簡単に覚える

パソコン講習会受講生募集！
　パソコンの基本操作、文書作成、インターネット、電子メー
ル等を 1日 3時間の 4日間で学習します。
■募 集 期 間　平成 20 年 7月～ 9月
■募集講座数　１講座 20 人の 20 講座
■受 講 料　１講座 3000 円（テキスト代別途 500 円）
■会場　志布志会場（志布志市文化会館）
　　　　有明会場（有明農村環境改善センター）
　　　　松山会場（松山中学校パソコン室）
■対象者　18 歳以上の方ならどなたでも。また勤務地が市
　　　　　内なら、市外の方でも受講できます。
日程表　　　　　　　　　　　　（会場：志布志市文化会館）
NO コース 期　日 時　間 申込締切
6 ワード（中） 7月23日・24日・25日・26日 9:00 ～ 7月17日
7 エクセル（初）7月29日・30日・31日・8月1日 18:00～ 7月24日
8 エクセル（初）8月5日・6日・7日・8日 9:00 ～ 7月31日
9 エクセル（中）8月19日・20日・21日・22日 18:00～ 8月14日

10 エクセル（中）8月26日・27日・28日・29日 9:00 ～ 8月21日
　　　　　　　　　　　（会場：有明農村環境改善センター）
17 エクセルって便利 7月23日・24日・25日・26日 9:00 ～ 7月18日
18 パソコンを楽しむ 7月29日・30日・31日・8月1日 9:00 ～ 7月25日

（会場：松山中パソコン室）

19 ワード（初） 8月27日・29日・9月3日・5日・10日・12日 19:00～ 8月23日

20 エクセル（初） 11月に開講します
■問い合わせ先
　生涯学習センター　　　℡ 472-3050
　生涯学習センター松山　℡ 481-4000
　有明教育支所　　　　　℡ 474-1111（内線 357）

創年市民大学夏休み特別企画・創年と子どものまち宣言事業

子どもフェスティバル２００８
■開催日時　8月 2日（土）　12 時～ 16 時 30 分
■場所　志布志市文化会館
　　　　子ども会・家族連れ・友だち同士参加大歓迎！
■プログラム
　子どものエコおもちゃ作り体験館・か
　えっこバザール・だ菓子屋合校・朗読
　劇・紙芝居・バルーンアート　etc...
■参加費　無料（水筒持参）
■申し込み・問い合わせ先
　志布志市生涯学習センター　℡ 472-3050
※詳細は各小中学校にチラシで案内します。

自主文化事業　松竹特別公演
一、舞踊　嘉島まつり　二、江戸みやげ狐狸狐狸ばなし
～お芝居出演者　山本陽子、中山仁ほか～

○期日　9月25日（木）　○開場		17:30　○開演		18:00
○会場　やっちくふれあいセンター
○チケット販売
　料金（全席指定）
　　			4000 円（税込み）

○チケット発売方法
　　7月 12 日（土）
　　10 時から下記チケット取扱所にて販売開始！
○問い合わせ先
　やっちくふれあいセンター　℡ 481-4000

【チケット取扱】やっちくふれあいセンター・志布志市文化会館・くにみ書店・島津楽器・三昧堂・市役所売
店・アピア・プラッセだいわ鹿屋店・市内郵便局・チケットぴあ　ファミリーマート、サンクス・ローソン

■
第
三
話　

白し
ら
と
り
じ
ん
じ
ゃ

鳥
神
社
の
文
化
財
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地上デジタルテレビ放送を見るにはどうするの？

デジタルテレビに買い替える デジタルチューナーを買い足す 共聴施設でテレビを視聴する

現在アナログテレビをお使いの

方は、地上デジタルテレビをお

買い求めになれば、ハイビジョ

ンの高画質やデータ放送などの

デジタル機能をお楽しみいただ

けます。テレビによって、機能、

特徴等が異なりますので、詳し

くは店頭でご確認ください。

※ＵＨＦアンテナの設置が別途

必要な場合があります。

現在お使いのアナログテレビをア

ナログ放送終了後もそのままお使

いになる場合は、デジタルチュー

ナーを買い足す必要があります。

なお、チューナーによっては一部

のデジタル機能が使用できなかっ

たり、お使いのテレビの機種によっ

てはハイビジョン放送をお楽しみ

いただけない場合があります。

※ＵＨＦアンテナの設置が別途

必要な場合があります。

集合住宅やビル陰、山間部など

の難視聴解消のための共聴施設

で視聴されている場合、この施

設を地上デジタルテレビで受信

できるように改修や調整が必要

になる場合があります。

共聴施設の設置者や管理者の方

は、お早めに保守管理業者など

にご相談ください。

8 月 11 日に、志布志デジタル中継局（陣
岳山）が開局し、エリア内地域において、
地上デジタル放送（地デジ）がご覧いた
だける予定です。（鹿屋局…平成 19 年
10 月開局済み、松山局…未定）

Ｑ　デジタル化でテレビは変わるの？
Ａ　生活の中で最も身近な「テレビ」もデジタル化に
よって、今までにない、多様で高度な放送サービスが
実現します。
　デジタルハイビジョンの高画質・高音質に加えて、
とても便利なデータ放送や電子番組ガイド、双方向
サービス、高齢者や障害者にやさしいサービスなど、
アナログ放送ではできなかったサービスが実現しま
す。

Ｑ　なぜ放送をデジタル化するの？
Ａ　テレビ放送のデジタル化の大きな目的のひとつに、
電波の有効利用があります。放送や通信に使える電波
は無限ではなく、ある一定の周波数に限られています。
日本では、使用できる周波数に余裕がなく、隙間のな
いほど過密に使われているのが現状ですが、デジタル
化すれば、チャンネル（周波数）に余裕ができます。
空いたチャンネルは、防災、交通事故防止、携帯電話
などいろいろな分野で有効に使われることとなります。

地 デ ジ 詐 欺 に ご 注 意 く だ さ い
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　知らない差出名で「地上デジタ
ル放送接続料金請求書」と書かれ
た手紙が届き、料金を支払わない
と地デジが見られないと書かれて
いる。

↓
　このようなことはありません。
架空請求の疑いがあります。

　「テレビ局職員」「地上デジタル
テレビ受信対策員を名乗る人物が
自宅にやってきて、受信工事やテ
レビの調整の代金を求める。

↓
　テレビ局などが、このような支
払いを求めることはありません。

　総務省やテレビ局の名前が書か
れた手紙が届き、「地上デジタル
放送切り替え助成金」が支給され
るので、手数料を支払うよう書か
れている。　　
　　　　　　↓
　このような助成金は存在せず、手数
料の支払いを求めることもありません

※地デジに関連して、不審な請求を受けたり、疑わしい工事の勧誘を受けた時には、すぐに支払わず、九州総合通
　信局、お近くの警察署、または消費生活センターへご相談ください。

■問い合わせ先　総務省九州総合通信局　℡ 096-326-7882

2008.7 ■市報しぶし　2�

■問い合わせ先　志布志市立図書館	　Tel	472-3322　URL=http://www.shibushicity-lib.jp

図 書 館

情

報
■休館日（休館日は本館及び各分館・移
　動図書館車の全てが休みになります）
○ かみふうせん読み聞かせ会 14 時〜
○ 本館読み聞かせ会 14 時〜

毎月２３日は「子どもといっしょに読書の日」

新刊案内
■「めぐり会い」　岸田　るり子　著

　主婦の華美は偶然他人のデジ
カメを入手し、そこに写る少年
に恋してしまう。彼の家をつき
とめた華美は、そこで彼の犯罪
を見つけてしまい・・・。無力
な女が「運命の出会い」から変
貌する姿と、驚愕の結末を描い
たラブ・サスペンス。

■「デパッグ・ガール」　北島　行徳　著
　仕事のせいで、いい男との食
事を楽しめないなんてー。理
沙 23 歳、派遣社員。合コン命、
おしゃれ大好き、求めるものは
最高の恋愛。そんな彼女がほん
の気まぐれで、小さなゲーム
メーカーの社長秘書になったの
が運の尽き・・・？

  図書館へ行こう！

今月のテーマ図書
「なつごはん」

各分館の読み聞かせ会
■安楽分館　7月 12（土）	午前 10 時～	 読み聞かせ
■松山分館　7月 19（土）	午後				2 時～	 読み聞かせ
■有明分館　8月 23（土）	午前 10 時～	 読み聞かせ

今月のテーマ図書
「なつのえほん」

2

土

休館日カレンダー（本館）

August　８ 月
日 月 火 水 木 金 土

1 1
3 4 5 6 7 8 9

July　７ 月
日 月 火 水 木 金
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

10 11 12 13 14 15 16

○
○

17 18 19 20 21 22 23

○

○

○

○

みづしま 志穂 講演会

作品の一つ
（ほうれんそうマン）

　市立図書館では、開館 10 周
年と来館者百万人を記念して市
内（志布志町）出身の童話作家
「みづしま志穂」先生を迎えて
講演会を開催します。
■演題　「アッと驚く創作術」
■日時　8月 9日（土）
　　　　午前 10 時～
■場所　市立図書館（本館）会議室
■参加料　無料
■定員　50 人

　　　　　　　　　（定員になり次第締め切ります）
※申込方法　参加ご希望の方は市立図書館まで申込ん
　　　　　　でください。（松山分館及び有明分館で
　　　　　　も申込できます。）
■主催　志布志市教育委員会（志布志市立図書館）

手作り絵本教室参加者募集
　市立図書館では下記の日程で手作り絵本教室を行い
ます。夏休みの思い出に親子で参加してみませんか。
■日時　7月 27 日（日）、8月 3日（日）の 2日間
　　　　2日間とも 10 時から 12 時まで
■場所　志布志市立図書館
■対象者　小学校１・２年生　■募集人数　親子10組
■申込先　志布志市立図書館
　　　　　（有明分館・松山分館でも受付ます。）

地上デジタル放送が視聴できます

もうすぐ

志布志地区で

お願い図書館の本は、市民の大
事な財産です。図書資料

を紛失したり、破損等のないよう大切に利
用しましょう！（最近ペットによる破損が
多く見受けられますので注意してください）
※紛失や破損等は、必ず窓口にご相談下さい。 本を大切に！



郵便はがき

お手数ですが

50円切手を

お貼りください

志布志市役所総務課

秘書広報係　行

８９９ ７４９２- ●ご氏名

フリガナ

●年齢　　　歳　　●性別　男・女

●ペンネーム

※記入のない場合、実名で掲載いたします

●ご住所

●電話番号（　　　　）　　－

※市報しぶし読者プレゼントの入浴券は通常の入浴券です。
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　お便りをくださった方の
中から抽選でひまわり券 5
枚と蓬の郷ペア入浴券を 5
人の方にプレゼントしま
す。（発表は発送をもって
かえさせていただきます）

蓬の郷ペア入浴券

（No.031/2008-07）

　　　春
はるえ

江さん　　　　　　　　　　　　25 歳（有明町野井倉）
職業：小学校助手
趣味：ホーミーもどき、絵をかく、歌をうたう
余暇の過ごし方：
　劇団まつり座にてミュージカルの稽古、ごくたまに田・畑仕事
理想の異性：骨格がしっかりしている人。背中に雰囲気がある人
夢は：アンコールワットに行くことが夢です。
友人（牧枝みゆきさん）から一言：彼女は小さい頃から好奇心旺盛で、何
にでもチャレンジして、思いやりのある意外と負けず嫌いな女性です。
　そして、たくさんの引き出しといくつもの仮面を持っている女性でもあ
ります。ある時には海賊の親分、ある時には昭和のお母サン……etc..
　それが舞台女優ハルエ！（筋金入りです！）
　いつか、地元志布志での公演を楽しみにしています♡

キラリ青春に登場してくださる方を募集
しています。自薦他薦は問いません。市
報担当までご連絡ください。
　　■連絡先　℡ 474-1111（内線 215）

萩　　さん（96 歳）　　　　　　　　　		　　　有明町伊﨑田
　萩さんは明治生まれの元気なおばあちゃんです。

　「主人は 32 歳の時に戦死したんですよ」と話す萩さん。その後、牛を
飼ったり、さつま芋を作るなどの農作業を行い一人息子を育てました。

　毎日約 2キロをシルバーカーを押しての散歩を欠かさず、自宅周辺に生え
ている草を取ったりして体を動かしています。また、週に 1度のデイサービス

では手芸や体操、入浴を楽しんでいます。
　家族と同一敷地にある一軒家に一人で住んで悠々自適に暮らし、時々は自炊をする
など健在ぶりを見せています。また、食べ物や運動など健康管理には気を使っており、
カゼはめったにひいたことがなく、介護保険も最近、要支援になったばかりといいます。
　6時前には起床し、散歩を楽しみ、時間があれば時代劇や相撲、国会中継のテレビ放
送を楽しんでいます。時々、ひ孫が来て算数の宿題を教えると「答えはあっているけ
ど昔と今は計算方法が違うからけんかになる」と笑います。
　友達を大切に思い、孫やひ孫の成長を楽しみに元気に楽しく暮らしています。

　　　心
み ゆ

優ちゃん（1歳 1か月）
　　　　　　　　（志布志町志布志）
父　丈和さん　母　葉子さん

　とても明るく元気いっぱいの心
み ゆ

優
ちゃん。毎日、よく笑い、泣き、おしゃ
べりもたくさんしてくれます。
　最近では、2～3歩歩けるようになり
よちよちと歩く練習を頑張ってます。
　これからも元気いっぱいで心優しい女
の子に育ってね！　　　　　（両親より）

　　　若
わかな

菜ちゃん（5歳）
　　　明

あきな

菜ちゃん（3歳）		（有明町野井倉）
父　優也さん　母　智美さん

　一緒に居るとすぐケンカになりますが、ま
たすぐ仲直りして遊んでます。
　もうすぐ産まれてくる赤ちゃんを楽しみに
待ってます。2人ともおしゃべりなので沢山お
話しして面倒みてね。
　お姉ちゃん達！頼りにしてますよ！（両親より）

市
民
の
広
場

㈳
新
大
隅
青
年
会
議
所
30
周
年
記
念
事
業

『
僕
た
ち
の
Ｖ
ｏ
ｉ
ｃ
ｅ
』

　

30
年
前
、
志
布
志
市
、
大
崎
町
を
中
心

と
し
た
こ
の
地
域
は
新
大
隅
開
発
計
画
の

拠
点
地
域
と
な
り
現
在
に
至
る
ま
で
激
し

い
変
化
と
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
過
疎
化
が
進
み
将
来
の
高
齢

化
社
会
を
考
え
る
と
、
こ
の
地
域
の
将
来

は
決
し
て
楽
観
視
で
き
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
次
の
と
お
り
意
見
交
換
会
と

ラ
イ
ブ
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
日
時　

８
月
3
日
（
日
）　

14
時
開
場

■
場
所　

志
布
志
市
文
化
会
館

■
内
容　

●
大
隅
青
少
年
サ
ミ
ッ
ト

　

志
布
志
市
近
隣
の
高
等
学
校
の
生
徒
会

長
や
学
校
の
代
表
者
を
対
象
と
し
た
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

●
木
下
航
志
ラ
イ
ブ

　

２
０
０
４
年
、
ア
テ
ネ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
２
０
０
４
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
ー
マ
ソ
ン
グ

「Chllenger

」
を
担
当
す
る
な
ど
大
活
躍

中
で
す
。
今
年
３

月
、
鹿
児
島
盲
学

校
を
卒
業
し
た
木

下
さ
ん
の
歌
唱
力

と
演
奏
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先　

記
念
事
業
事
務
局

　

℡
４
７
３
ー
２
３
７
８
（
新
平
）
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〒 899-7503　有明町蓬原 351-3
　℡ 099-475-2626　Fax	099-475-2600
　○営業時間　午前６時 30 分～午後 10 時
　○定 休 日　毎月第 2・4水曜日

「平成の名水百選」選定記念特別企画
■蓬の郷のお風呂に入って（入浴券を買って）入浴券をもらおう！
　蓬の郷親水公園内の普現堂湧水源が「平成の名水百選」に選ばれた記念
として下記の条件で入浴された方に入浴 1 回サービス券をプレゼント！
　条件 1		曜日限定　毎週月曜日から金曜日
　条件 2		時間限定　AM10:00 ～ PM1:00
　条件 3		天気指定　当日の志布志市の昼の降水確率が50％以
　　　　　　　　　	下であること
※サービス券の使用は毎週月曜日から金曜日の AM10:00 から
　PM1:00 の間です。
※祝日はこの入浴券のプレゼント及び使用はできません。
■お得な入浴フリーパス券を販売中です。
　（年間）42,000 円　　（3か月）13,500 円
※フリーパス券は毎月初めに販売します。
■トレーニングルームのご利用が7月1日から会員制になりました。
※詳しくはフロントにてお尋ねください。

読者プレゼント

読者プレゼント 　　　愛
あいか

夏ちゃん（8歳）	　（松山町尾野見）
　　　ゆめちゃん（6歳）天

てん ま

馬ちゃん（4歳）
父　邦弘さん　母　裕子さん

　みんなカレーが大好物！おかわりを必ずし
ます。朝は、ぜんまいざむらいのテレビを見
るために 3人とも素早く準備をしてくれます。
　言うことを聞かなくて、怒ることも多いで
すが、最近は相談して自ら家事を手伝ってく
れます。ケンカするけど、とても仲のよい「きょ
うだい」です。　　　　　　（両親より）

あ
た
や
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若
者
に
職
場
を
！

　

志
布
志
市
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
市

内
に
ど
の
様
な
企
業
が
あ
る
か
、
あ
ま

り
知
り
ま
せ
ん
。
市
報
で
、
企
業
を
紹

介
し
て
ほ
し
い
で
す
。
高
校
生
を
も
つ

親
、
仕
事
を
さ
が
し
て
い
る
方
が
助
か

る
と
思
い
ま
す
。
で
き
た
ら
見
学
で
き

る
ツ
ア
ー
の
様
な
も
の
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。　
（
か
ら
い
も
さ
ん
45
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

人
材
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
に
も
そ
の
よ
う
な
広
報
は
大
切
と
思

い
ま
す
。
次
号
か
ら
、
関
係
課
と
協
力

し
て
企
業
の
紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

右
手
よ
いつ
も
あ
り
が
と
う
と
感
謝

　

主
人
が
庭
木
の
剪
定
中
乗
っ
て
い
た

脚
立
が
倒
れ
て
右
腕
を
打
撲
し
ま
し
た
。

幸
い
骨
折
で
な
く
良
か
っ
た
も
の
の
パ

ン
パ
ン
に
腫
れ
、
と
っ
て
も
痛
そ
う
。

　

そ
の
夜
か
ら
何
を
す
る
に
も
左
手
の

生
活
で
す
。
ま
ず
食
事
、
ス
プ
ー
ン
と

フ
ォ
ー
ク
、
ご
は
ん
は
小
さ
な
お
に
ぎ

り
に
し
て
手
に
取
っ
て
食
べ
る
。
お
風

呂
も
一
人
で
は
入
れ
ま
せ
ん
。
下
着
も

思
う
よ
う
に
着
れ
な
い
。
こ
ん
な
時
、

私
が
い
て
良
か
っ
た
と
夫
婦
で
あ
れ
ば

こ
そ
と
思
い
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
何
気

な
く
毎
日
使
っ
て
い
る
右
手
に
感
謝
の

心
に
な
り
ま
し
た
。
人
間
の
体
は
無
く

て
も
い
い
も
の
な
ん
て
な
い
ん
だ
と
考

え
て
感
謝
の
心
に
な
り
ま
し
た
。

（
森
幸
子
さ
ん
65
歳
女
性
）

　
　
　
　

▼

　

大
事
に
至
ら
ず
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
が
病
気
や
け
が
の

時
は
大
変
力
強
い
も
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

市
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す

　

毎
月
「
市
報
し
ぶ
し
」
を
購
読
し

て
い
ま
す
。
故
郷
志
布
志
を
離
れ
て
37

年
、
毎
月
の
市
報
に
と
て
も
親
し
み
を

感
じ
、
ま
た
各
地
区
の
行
事
、
情
報
を

細
か
く
掲
載
し
て
い
た
だ
き
懐
か
し
さ

を
感
じ
て
い
ま
す
。
志
布
志
が
町
か
ら

市
に
な
り
、
都
会
と
変
わ
ら
な
い
発
展

ぶ
り
で
驚
い
て
い
ま
す
。

　

関
東
に
は
志
布
志
市
を
愛
す
る
関
東

志
布
志
会
が
あ
り
ま
す
。
会
合
の
中
で

志
布
志
市
の
状
況
や
発
展
ぶ
り
を
関
東

に
住
む
知
人
達
の
話
で
盛
り
上
が
り
懐

か
し
い
限
り
で
す
。
今
後
も
「
市
報
し

ぶ
し
」
の
情
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
（
前
田
四
夫
さ
ん
）

　
　
　
　

▼

　

お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
広
報
紙
を

作
っ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

�1　市報しぶし■ 2008.7

短
歌
（
は
な
さ
い
短
歌
会
）

霧
島
の
裳
裾
を
照
ら
夕
あ
か
ね
憧
れ
は
淡
き
あ
こ
が
れ
よ
し 

南　
　

史
郎

送
ら
れ
し
新
茶
濃
ゆ
ご
ゆ
差
し
て
飲
む
故
郷
の
味
・
香　

目
・
鼻
窄
め
て 

折
田　

縫
子

庭
に
棲
む
と
か
げ
の
青
の
そ
の
先
は
切
れ
て
あ
わ
れ
よ
な
お
生
き
ん
と
す 

小
宮　

展
子

優
し
さ
に
心
和
み
ぬ
二
人
旅
肩
寄
せ
歩
く
セ
ピ
ア
色
の
町 

下
戸
冨
美
子

し
ら
し
ら
と
銀
河
が
描
く
孤
の
間

は
ざ
ま

声
聞
か
せ
ま
せ
吾
が
ア
ル
タ
イ
ル 

西　
　

恭
子

天
の
川
に
届
き
え
ぬ
愛
ぬ
ば
た
ま
の
夜
を
突
い
て
も
重
力
の
蓋 

日
高　

禎
子

朝
露
に
初
な
す
・
き
ゅ
う
り
ち
ぎ
り
寄
せ
い
っ
ぱ
い
持
て
ば
重
た
し
嬉
し 

牧　
　

愛
子

鳴
き
交
わ
す
雀
の
朝
は
に
ぎ
や
か
に
桃
の
葉
の
中
よ
り
響
く 

松
原
ひ
ろ
え

薩
摩
郷
句
（
志
布
志
薩
摩
郷
句
会
）

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
出だ

せ
ち
無む理
ゆ
言ゆ

た
見み

え合
ん
娘お
ご 

橋
口　

笑
二

諄く

で
値ね

ぎ切
い
買こ

わ
ん
で
よ
か
ち
叱く

る
で
け
っ 

福
山　

吉
連

不ふ
み
ん
し
ょ

眠
症
を
ス
ト
レ
ス
じ
ゃ
ろ
ち
婆ば

が
診み
た
て断 

木
藤　

富
美

物ぶ
っ
か
だ
か

価
高
財ふ

ぞ布
は
日ひ

に
日ひ

に
痩や

せ
っ
行い

っ 

竹
之
内
零
余
子

台お
す
え所
い
な
賞し

ょ

う

み

味
期
限
を
見み

れ
ち
貼は

い
た
く
っ 

野
村　

三
味

我わ

が
を
叱が

い
時と
き

な
褒ほ

め
た
い
婆ば

が
生く
ら
し活 

樋
渡
草
団
子

看か
ん
び
ょ病
疲だ

れ
ペ
ン
持も

っ
た
ま
ま
つ
ん
眠ね
ぶ

っ 

満
留　

ぐ
み

同ど
う
き
ゅ
か
い

級
会
ち
ゃ
ん
付づ

け
さ
る
い
髭
ひ
げ
お
と
こ男 

新
地　

十
意

久さ
し
か
ぶ振
い
裸は

だ足
し
土つ

つ
踏ふ

ん
日に
ち
よ
ざ
っ

曜
農
業 

末
村　

琢
詩

俳
句
（
ぎ
ん
な
ん
俳
句
会
）

独
り
居
の
昼
餉
に
太
き
粽
ち
ま
き

解
く 

濱
松　

精
志

葱
坊
主
真
っ
直
ぐ
生
き
て
八
十
路
か
な 

河
野　

通
人

蔭
沼
の
主
の
貫
禄

蟇
ひ
き
が
え
る 

冨
山　

達
次

天
心
に
草
矢
放
ち
て
ぽ
つ
ね
ん
と 

米
澤　

二
郎

静
ま
り
て
砂
た
ゞ
白
し
蟻
地
獄 

森
下　

純
吐

初
胡
瓜
ま
が
り
工
合
の
面
白
き 

冨
山　

茂
子

初
め
て
の
親
子
遠
足
夏
帽
子 

北
野　

治
美

梅
雨
の
夜
の
船
笛
吹
け
る
一
度
き
り 

和
田　

洋
文

さ
つ
ま
狂
句
（
有
明
町
さ
つ
ま
狂
句
同
好
会
）

可む
愛
じ
娘お

ご

ん
募ぼ

き
ん金

の
寄き

ふ付
に
ゃ
札さ

っ
頑き

ば張
っ 

野
崎　

満
夫

瓶び
ん

ぬ
抱で

た
爺じ

が
好す

っ
じ
ゃ
っ
た
甘か

い
も
じ
ょ
つ

藷
焼
酎 

丸
目
南
兵
衛

甘か
い
も
う

藷
植
え
焼し

ょ
つ
が
い
し
ゃ

酎
会
社
か
い
褒ほ

め
ら
れ
っ 

畑
山　

敏
昭

新し
ん
じ
ょ
つ

焼
酎
ち
言ゆ

た
や
女か

か房
ず
い
飲の

も
ち
言ゆ

っ 

宮
原　

照
見
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市
民
の
広
場

↑点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも応募できます。）

お便り
お待ちしています
市報しぶしを読んだ感想や今後取り
上げて欲しい特集、志布志市に対す
るご意見等何でもお好きなことを書
いてください。（内容によっては一部
修正して掲載する場合もあります）
…………………………………………
いただいた「お便り」は「市民
のこえ」コーナーに掲載いたし
ます。（お便りが多数の場合には
担当にて選考のうえ掲載します。
内容につきましては紙面の都合
で割愛する場合があります）

お便り市民のこえに今月は 5通のお便りを頂きました。読者プレゼントのひまわり券は
住所氏名の記入のあった 3人の方に差し上げます。（住所・氏名の記入をお願いします。）

秋川雅史 志布志市文化会館自主文化事業

千の風になってコンサート’０８

■期日　７月２７日（日）　	 ■開演　１５：００　開場　１４：３０
■会場　志布志市文化会館　	 ■チケット　全席指定　５，５００円（税込み）
■チケット取扱　　　　　　　空席残りわずか！
　　市文化会館、チケットぴあ・ファミリーマート、サンクス・ローソン
■問い合わせ先　志布志市文化会館　℡ 472-3050

～千の風になって～　　　　※未就学児入場不可

短
歌
（
有
明
短
歌
会
）

在
り
し
日
の
父
の
日
記
は
詩
集
な
り
戦
の
兄
の
帰
り
も
待
て
ず 

畑
山
み
つ
き

崩
壊
の
瓦
礫
の
中
を
子
の
名
前
狂
気
に
さ
け
ぶ
中
国
の
女ひ

と 

福
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忍

青
き
空
若
葉
が
映
ゆ
る
五
月
晴
は
る
か
の
鯉
は
街
の
宝
よ 

徳
田　

将
人

そ
れ
な
り
に
繕
ふ
事
の
叶
は
ざ
り
鏡
に
皺
の
私
が
笑
ふ 

矢
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田
植
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え
台
地
に
な
び
く
レ
ジ
袋
白
鷺
の
群
れ
飛
び
交
う
様
に 

野
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嵐

半
世
紀
前
の
ガ
ウ
ン
を
肩
に
か
け
窓
辺
に
写
る
吾
に
見
と
れ
る 

川
崎　

サ
チ

臥
す
兄
の
一
期
を
告
げ
る
着
信
を
茫
然
と
聞
く
茶
摘
み
の
最
中 

澤
津
川
頼
子

汗
を
拭
き
野
鳥
の
声
に
癒
さ
れ
て
し
ば
し
手
を
止
め
農
の
幸
せ 

萩　
　

幸
子

ス
ー
パ
ー
の
袋
は
た
は
た
風
に
ゆ
れ
早
苗
田
泳
ぐ
鴨
を
見
張
り
ぬ 

木
下
マ
キ
子

打ち水で夏を涼しく
打ち水のコツ

　打ち水はやり方を間違えると効果が得られないことが
あります。
　まず第一に打ち水を行う時間です。一般に朝夕の日が
高くない状態で行うことが好ましいといわれています。
またホースなどで大量にまくのも好ましくありません。
　打ち水のコツとしては、朝夕の涼しい時間帯に庭や道
路などに、お風呂の残り湯等をバケツなどにためた水を
少量ずつまくのがよいでしょう。

　真夏日とは、日の最高気温が 30℃を超えた日のこと
です。最近、この真夏日の日数が
全国的に多くなっています。これ
も地球温暖化の影響でしょうか。
　今年の夏は、日本の伝統的な風
習打ち水で夏を涼しく乗り切りま
しょう。

森山小学校近くの水田

操法大会（松山方面隊）

Japqnese poem
 of 31 syllables *Haiku poem

 * Com
ic Haiku *2008.7
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申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
で
は
ご
覧
に

な
れ
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

病児保育のお知らせ
　子どもが病気時に保護者が仕事などの都合により家庭で育児を出来ない場合、回復期にあり保育所など
に預けられない場合など一時的に子どもを小児科医療機関に付設された�設に預けることができます。

  
　ユリ（百合）は、ユリ目ユリ科のうち主と
してユリ属の多年草の総称です。
　ユリはアジアを中心にヨーロッパ、北アメ
リカなどの亜熱帯から温帯、亜寒帯にかけて
広く分布しており、市内でも多くの方の庭先
で咲き誇っています。
　今回情報提供された馬場一盛さん宅のユリ
は以前、苗物市で買った物が自然に増えて今
年はこんなにたくさん咲きました。
（情報提供 : 志布志町　馬場一盛さん）

市の人口　　5月 31 日現在
人　口	 34,866 人	 	 （3）
				男	 16,403 人	 	 （△ 3）
				女	 18,463 人	 	 （10）
転　入	 86 人	 　転　出	 　76 人
出　生	 25 人	 　死　亡	 　32 人
世帯数	 15,679 戸	 	 （6）

 志布志港　平成 20 年 4月分

　①入港隻数	 	 59 隻
　　（日本 1、外国 58）
　②輸出	 7 億 46 百万円
　③輸入	 118 億 46 百万円

資料　鹿児島税関支署

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■問い合わせ・申込先　本庁福祉課児童福祉係　　　℡ 474-1111（内線 176）
　　　　　　　　　　　松山支所福祉課福祉係　　　℡ 487-2111（内線 275）
　　　　　　　　　　　志布志支所福祉課社会福祉係　℡ 472-1111（内線 201）

かごしま子育て支援パスポート事業

パスポート申請受付中！

　志布志市は県と共同で「かごしま子育て支援パスポート事業」

を開始します。子育て家庭に交付されたパスポートを架け橋に、

協賛店が独自の子育て支援サービスを提供することで、子育てを

温かく応援する地域づくりを進めていきます。

子育て支援パスポートって何？
　子育て家庭を地域全体で支援す

ることを趣旨に、交付されるパス

ポートです。ステッカーの貼って

ある協賛店で見せると、いろいろ

な子育て支援サービスが受けられ

ます。

パスポートの交付手続きは？
　担当窓口で「かごしま子育て支

援パスポート交付申請書」を提出

すると、住民基本台帳等で確認の

うえ、交付されます。

パスポートの交付対象は？
　妊娠中の方、または、満 18 歳未

満の子どもがいる世帯です。

子育て支援サービスの内容は？
　商品の割引やスタンプポイント

アップ、授乳スペースの店内設置、

ベビーカーの貸出無料など各店舗

ごとに異なります。

かごしま子育て支援パスポート事業　市内協賛店（7 月 1 日現在）

国民宿舎ボルべリアダグリ ℡ 472-1478 宿泊料の割引など
有限会社長岡商店 ℡ 479-2204 授乳スペースの提供など
有限会社江川商店 ℡ 487-2063 酒類の割引など
志布志中央クリニック ℡ 472-1478 18歳未満の方の優先的な診察など
加世田観光農園 ℡ 487-2100 ベビーカーの提供や割引など
（有）チヨヤベーカリー ℡ 472-0273 自家製品のみ５%割引
愛ゆみ幼稚園 ℡ 472-3436 買い物中の託児サービス（有料）など

○内容　病児および病後児を昼間預かって保育します。
○場所　井手小児科に併設した、保育施設『慈幼堂』。
○利用方法
　保育を依頼する当日、保護者の方が電話にてお申し込
　みください。
○利用時間　8:00 ～ 18:00 まで（土日・祝祭日は除く）
　　　　　　（土日等の利用はご相談ください）
○対象　保育対象は乳幼児・低学年学童になります。
　　　　保育は、専任の保育士と看護師等が行います。
○料金　1人 1日 1000 円となります。（診療費別途）

○昼食等　乳児はミルク等を持たせてください（調乳は行います）。幼児・学童は昼食おやつを持参させてください。
※病後児とは、おたふく・水痘・麻疹・風疹などの伝染性疾患で、病期のピークは過ぎても、まだ感染の恐れのある
　子どもです。病児とは伝染性疾患はもちろん、発熱している子どもや喘息発作など、実際疾病罹患中の子どもです。

○申込先・問い合わせ先　慈幼堂（井手小児科）　℡ 473-3211

交通安全協会らかのお知らせ
　6月 1 日から乗車用ヘルメットに関する規定が
変りました。児童・幼児（13 歳未満
の者）を保護する責任のある者は、児
童・幼児を自転車に乗車させるときは、
乗車用ヘルメットをかぶらせるよう努
めなければなりません。

■問い合わせ先

　　交通安全協会

　　℡ 472-4507



7 月 20 日（日）　11:00 ～　志布志警察署裏大浜緑地公園

心でつなぐ “あんしん志布志・大崎”

す
べ
て
の
方
に

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」が
届
き
ま
す

■
年
金
記
録
を
確
認
し
て
必
ず
回
答
し

　

ま
し
ょ
う

　

年
金
記
録
問
題
へ
の
対
応
に
つ
い

て
、
厚
生
労
働
省
は
、
本
年
３
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14
日
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年
金
記
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い
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づ
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、
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後
と
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し
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ま
す
。

　

な
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４
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３
月
ま

で
に
送
付
し
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年
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ま
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現
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届
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れ

ま
す
。

　

こ
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「
ね
ん
き
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別
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緑
色
の
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で
届
け
ら
れ
ま
す
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、
年
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記
録
に
「
も
れ
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「
間
違
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な
く
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す
べ
て
の
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答

す
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こ
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な
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ま
す
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忘
れ
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に
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し
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う
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■
緑
色
の
封
筒
で
届
け
ら
れ
ま
す

　

自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど
の

現
役
加
入
者
の
方
に
は
、
直
接
、
本
人

の
住
所
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
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勤
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の
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お
勤
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じ
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ま
す
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付
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志布志市で【マラソン交流大会３Ｋ・５Ｋ・10Ｋ】
【第4回しぶしポートマラソン大会】

（３Ｋ・５Ｋ・10Ｋ・ハーフマラソン）

同時開催
されます

期　　日：平成２０年１０月２６日（日）
開催場所：志布志運動公園陸上競技場

■問い合わせ先　福祉課ねんりんピック推進係　℡ 099-474-1111（内線 175）

・みんなに届け！「防犯大声大会」
・「指紋採取」で犯人探し
・人より賢い？「警察犬」の臭気選別
・不審者を追い払え！「ふれあい劇団」
・「薬物乱用防止広報車」で薬物ＮＯ！

・ルールとマナーで「ちびっ子免許証」
・安全第一「グラウンドゴルフ」
・「竹とんぼ」せっぺ飛べ！元気な子
・自由自在に「白バイドリル」
・「ひまわり号・さわやか号」で交通安全

・警察音楽隊「ふれあいコンサート」
・制服を着て「ちびっ子警察官」
・「パトカー・白バイ」に乗って了解！

・不審者とテロを入れるな！「機動隊」
・災害現場に急げ！必死の「救出救助作戦」
・こんなにあるの？「警察特殊車両」

「あんしん・あんぜん市場」
　地元の皆さん
が、飲食物、青果、
特産品等を展示
販売します。

■問い合わせ先　心でつなぐ “あんしん志布志・大崎 ”フェスタ実行委員会　℡ 472-0110

今月の納税 納付期限　7 月 31 日（木）　     口座振替日　7 月 25 日（金）
 口座振替をされる方は、口座振替日の前日までに残高確認をお願いします。

国民健康保険税（3 期）　介護保険料（3 期）　固定資産税（2 期）

『税金を　納めて安心　未来の日本』松山中学校 1 年　新村　奈那（税を考える週間　標語の部税務課長賞）
※学年等は平成 19 年度受賞当時のものになります。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
に
伴
う
標
語
募
集

の
お
知
ら
せ

　

国
税
庁
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■
応
募
資
格

　

市
内
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住
所
を
有
す
る
方
（
中
学
生
以
上
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※
中
学
生
は
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
ま
す

■
応
募
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法
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製
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き
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て
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語
１
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募
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１
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８
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市
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。
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2 等
陸・海・空士

■給与　初任給 159,500 円（9 か月後 174,300 円）
■特例退職手当　●陸上（2 年）619,000 円　●海上・航空（3 年）970,000 円
■ボーナス　年 2 回（4.5 か月分）　
■休日・休暇　●週休 2 日制　●年次休暇 24 日　●夏季及び年末年始休暇あり
■衣・食・住　無料及び貸与　■資格　18 歳以上 27 歳未満の者（採用予定月の 1 日現在）
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　

一般曹候補生

■処遇については特例退職手当を除き 2 等陸・海・空士と同じ
■資格　18 歳以上 27 歳未満の者（採用予定月の 1 日現在）
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　
■試験期日　● 1 次　9 月 20 日（土）　● 2 次　10 月 9 日（木）～ 15 日（水）

航 空 学 生
■高卒（見込含）18 歳以上 21 歳未満の者
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　
■試験期日　● 1 次　9 月 23 日（火）　● 2 次　10 月 18 日（土）～ 23 日（木）

予備自衛官補
（ 一 般 ）

■資格　18 歳以上 34 歳未満の者（平成 20 年 12 月 18 日現在）
■受付期間　7 月 22 日（火）～ 10 月 10 日（金）
■試験期日　10 月 18 日（土）

　問い合わせ先　自衛隊大隅募集事務所　℡ 482-1405　／　市役所総務課消防防災係　℡ 474-1111（内線 215）

社
会
に
生
き
る
税

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国
民

が
豊
か
で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う

に
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
活
動

の
財
源
と
し
て
、
私
達
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
例
と
し
て
、
教
育
に
つ
い
て
見

て
み
ま
す
と
、
国
と
地
方
公
共
団
体
が
負

担
し
た
公
立
学
校
の
児
童
・
生
徒
一
人
あ

た
り
の
年
間
教
育
費
（
平
成
17
年
度
）
は
、

小
学
生
83
万
４
千
円
、
中
学

生
94
万
８
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
社
会
福
祉
の

充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整

備
、
安
全
の
確
保
に
欠
か

せ
な
い
警
察
・
消
防
な
ど

の
活
動
に
も
生
か
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
税
金
は
私
た
ち
に
と
っ

て
共
同
生
活
を
維
持
す
る
い
わ
ば「
会
費
」

で
あ
り
、
正
し
い
申
告
と
納
税
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

税
金
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
記
載
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

大
隅
税
務
署

　

℡
４
８
２
ー
０
０
０
７
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防衛省・自衛隊では皆さんのチャレンジをお待ちしています。

2 等
陸・海・空士

■給与　初任給 159,500 円（9 か月後 174,300 円）
■特例退職手当　●陸上（2 年）619,000 円　●海上・航空（3 年）970,000 円
■ボーナス　年 2 回（4.5 か月分）　
■休日・休暇　●週休 2 日制　●年次休暇 24 日　●夏季及び年末年始休暇あり
■衣・食・住　無料及び貸与　■資格　18 歳以上 27 歳未満の者（採用予定月の 1 日現在）
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　

一般曹候補生

■処遇については特例退職手当を除き 2 等陸・海・空士と同じ
■資格　18 歳以上 27 歳未満の者（採用予定月の 1 日現在）
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　
■試験期日　● 1 次　9 月 20 日（土）　● 2 次　10 月 9 日（木）～ 15 日（水）

航 空 学 生
■高卒（見込含）18 歳以上 21 歳未満の者
■受付期間　8 月 1 日（金）～ 9 月 10 日（水）　
■試験期日　● 1 次　9 月 23 日（火）　● 2 次　10 月 18 日（土）～ 23 日（木）

予備自衛官補
（ 一 般 ）

■資格　18 歳以上 34 歳未満の者（平成 20 年 12 月 18 日現在）
■受付期間　7 月 22 日（火）～ 10 月 10 日（金）
■試験期日　10 月 18 日（土）

　問い合わせ先　自衛隊大隅募集事務所　℡ 482-1405　／　市役所総務課消防防災係　℡ 474-1111（内線 215）

フェスタ音楽隊や機動隊がやって来る♪

年
金
情
報

■Pension information

市
役
所
　
　

  

４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
１
１
６
）

志
布
志
支
所  

４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
２
２
３
）

松
山
支
所
　

  

４
８
７
ー
２
１
１
１
（
内
２
２
４
）

年金



C
ity

 in
f
o
r
m

a
tio

n

農
林
漁
業
に
使
用
す
る

軽
油
引
取
税
の
免
税
に
つ
い
て

　

軽
油
取
引
税
は
、
道
路
の
整
備
・
改
修

等
の
費
用
に
充
て
る
た
め
の
税
金
で
す
。

　

道
路
を
走
行
し
な
い
農
林
業
用
の
機
械

や
漁
船
で
の
使
用
等
に
つ
い
て
は
、
免
税

証
の
交
付
な
ど
の
手
続
き
を
受
け
た
場
合

に
限
り
、軽
油
取
引
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者　

農
業
・
林
業
・
漁
業
を
営
む
者

■
対
象
と
な
る
軽
油

●
次
の
機
械
の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

動
力
耕
う
ん
機
そ
の
他
の
耕
う
ん
整
地
用
機

械
、
栽
培
管
理
用
機
械
、
収
穫
調
整
用
機
械
、

食
物
繊
維
用
機
械
、
畜
産
用
機
械
、
製
材
機
、

集
材
機
、
積
込
機
、
可
搬
式
チ
ッ
プ
製
造
機

●
船
舶（
漁
船
）の
動
力
源
に
供
す
る
軽
油

■
免
税
手
続
き

①
あ
ら
か
じ
め
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
申

請
し
て
「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」
の
交
付
を

受
け
ま
す
。（「
免
税
軽
油
使
用
者
証
」は
２
年

以
内
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。）

②
そ
の
使
用
者
証
を
示
し
て
、
必
要
な
数

量
だ
け
「
免
税
証
」
の
交
付
を
受
け
ま
す
。

③
「
免
税
証
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
販
売

業
者
か
ら
「
免
税
証
」
と
引
き
換
え
に
、

免
税
軽
油
を
引
き
取
り
ま
す
。

④「
免
税
証
」に
よ
り
免
税
軽
油
を
引
き
取
っ

た
事
実
や
そ
の
数
量
な
ど
を
記
載
し
た
報
告

書
を
県
大
隅
地
域
振
興
局
に
提
出
し
ま
す
。

■
免
税
額　

税
率
は
軽
油
１
㍑
に
つ
き

　

32
・
１
円
で
す
。（
３
月
31
日
ま
で
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

大
隅
地
域
振
興
局
県
税
課
曽
於
総
務
分
室

　

℡
０
９
９
ー
４
８
２
ー
１
１
１
１

市
報
し
ぶ
し
に
掲
載
す
る

有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
！

○
企
業
な
ど
の
宣
伝
広
告

○
企
業
な
ど
の
求
人
広
告

○
臨
時
的
な
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

○
商
店
街
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
告
知
な
ど

■
広
告
の
掲
載
規
格

１
枠
当
た
り
縦
56
㍉
㍍
、
横
90
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
と
し
、
１
広
告
当
た
り
２
枠

を
限
度
と
し
ま
す
。
広
告
枠
数
は
毎
月

８
枠
以
内
と
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
料

１
枠
当
た
り
月
額
１
万
円
（
２
枠
の
場

合
は
２
万
円
）

■
広
告
掲
載
申
込
方
法

広
告
掲
載
申
請
書
に
広
告
案
を
添
付
し

て
掲
載
希
望
月
の
前
月
20
日
ま
で
に
本

庁
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
広

告
掲
載
申
請
書
は
本
庁
総
務
課
に
準
備

し
て
あ
る
ほ
か
志
布
志
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
市
報
の
公
共
性
、
公
益
性
及
び
中
立

性
を
保
つ
た
め
掲
載
を
お
断
り
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。（
内
容
を
審
査
の
上

掲
載
の
可
否
を
通
知
し
ま
す
。）

■
市
報
し
ぶ
し
概
要

　

毎
月
12
日
発
行
、
全
面
カ
ラ
ー
印
刷
、

　

発
行
部
数
１
万
４
４
０
０
部

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
１
４
）
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基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

導
入
に
伴
う
同
意
方
に
つ
い
て

　

国
営
曽
於
南
部
土
地
改
良
事
業
は
、

平
成
20
年
度
で
事
業
が
完
了
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
造
成
さ
れ
た
土
地
改
良

施
設
（
輝
北
ダ
ム
、フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
、

ポ
ン
プ
場
等
）
は
、
曽
於
南
部
土
地
改

良
区
に
維
持
管
理
が
移
管
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
主
要
施
設
で
あ
る
輝
北

ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
鹿
屋
市
・
志
布
志

市
・
大
崎
町
が
国
の
補
助
事
業
で
あ
る

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
（
事
業
負
担

割
合
国
30
㌫
・
県
30
㌫
・
地
元
市
町
40

㌫
）
を
導
入
し
、
改
良
区
と
共
に
適
切

な
管
理
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
導
入
し
、
維
持
管
理
費

を
軽
減
す
る
た
め
に
は
、
受
益
者
の
皆

様
の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
７
～
８
月
中
に
受
益
者
の
皆

様
の
お
宅
に
市
職
員
又
は
土
地
改
良
区
総

代
、
職
員
が
同
意
の
お
願
い
に
伺
う
予
定

で
す
。
こ
の
事
業
導
入
に
伴
う
受
益
者
の

皆
様
の
新
た
な
負
担
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の

で
、ぜ
ひ
と
も
ご
賛
同
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所　

畑
か
ん
推
進
室

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
４
３
１
）

第
２
回
志
布
志
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
志
布

志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、

市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
す
る
理
解

と
関
心
を
深
め
、
心
豊
か
な
社
会
福
祉

の
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
市
社
会
福
祉
大

会
に
て
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

■
標
語
の
テ
ー
マ

　
「
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
関
す
る

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
も
の

■
応
募
資
格　

　

市
在
住
の
方
で
、
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
応
募
締
切　

８
月
29
日
（
必
着
）

■
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
は
自
由
で
す
。
但
し
、
1

人
1
作
品
の
応
募
と
し
ま
す
。

　

は
が
き
、
Ｆ
ａ
ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
ま

た
は
社
協
窓
口
に
て
標
語
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
の
上
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
標
語
コ
ン

ク
ー
ル
係
」
ま
で
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

●
社
会
福
祉
協
議
会
志
布
志
本
所

（
志
布
志
市
健
康
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

●
〒
８
９
９
ー
７
１
０
３

　

志
布
志
市
志
布
志
町
志
布
志
３
２
２
２
ー
１

●
Fax
４
７
２
ー
１
５
９
３

●E-m
ail

：info@
shibushi-syakyo.jp

●
℡
４
７
２
ー
１
８
０
０
（
山
下
）

●
松
山
支
所（
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

●
有
明
支
所
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

消防署からのお知らせ
カセットボンベの正しい使い方
●容器を過熱させるような使い方はしない。
●容器は専用のものを使用する。
● 2台以上並べて使用しない。
●ボンベは高温となる場所に置かない。
　※取扱説明書をよく読んで正しく使いましょう。

ガソリンをポリ容器に入れてはダメ
●ガソリンをポリ容器での購入はできません。
●金属容器で 40 リットル以上保管する場合
　は、消防署への届出が必要になります。
●セルフスタンドでは、利用者が直接容器に
　詰め替えることはできません。
■問い合わせ先　大隅曽於地区消防組合消防本部
　　　　　　　　警防課警防係　　℡ 099-482-0579
　　　　　　　　予防課危険物係　℡ 099-482-5577

平
成
21
年
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
21
年
１
月
４
日（
日
）に
行
わ
れ

る
成
人
式
の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
成
人
対
象
者
の
み
な
さ
ん
、
自
分

た
ち
の
成
人
式
を
自
分
た
ち
の
手
で
思

い
出
に
残
る
ス
テ
キ
な
も
の
に
創
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
実
行
委
員
会　

１
～
２
回
程
度

■
募
集
人
員　

若
干
名

■
応
募
期
限　

７
月
31
日
（
木
）

■
そ
の
他

　

第
１
回
実
行
委
員
会
８
月
予
定

■
問
合
せ
先

　

志
布
志
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

℡
４
７
２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３
３
５
）

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度

　
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
制
度
と
は
、
ふ

る
さ
と
に
貢
献
し
た
い
、
ふ
る
さ
と
を

応
援
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を

実
現
す
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
の
地
方
公

共
団
体
に
寄
附
し
た
場
合
に
、
住
民
税

な
ど
が
軽
減
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
」
と
は
、
生
ま
れ
育
っ

た
ま
ち
だ
け
で
な
く
、
旅
行
で
お
世
話

に
な
っ
た
ま
ち
や
守
り
た
い
自
然
を

持
っ
た
ま
ち
な
ど
も
含
ま
れ
る
た
め
、

納
税
者
に
と
っ
て
思
い
入
れ
の
あ
る
地

域
を
選
ん
で
寄
附
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
応
援
し
た
い
取
り
組
み
や

事
業
に
よ
っ
て
も
選
択
で
き
る
た
め
、

志
布
志
市
の
中
で
特
に
応
援
し
た
い
取

り
組
み
や
事
業
が
あ
れ
ば
、
選
ん
で
寄

附
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■「
か
ご
し
ま
応
援
寄
附
金
」に
つ
い
て

　

志
布
志
市
で
は
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
に
の
っ
と
り
、
鹿
児
島
県
が
窓
口

と
な
っ
て
応
援
寄
附
を
募
る
「
か
ご
し

ま
応
援
寄
附
金
」
に
よ
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
皆
様
か
ら
い

た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
そ
の
60
㌫
を
指

定
し
て
い
た
だ
い
た
市
町
村
の
施
策

に
、
40
㌫
を
県
の
施
策
に
大
切
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
県
が
発

行
し
た
受
領
証
明
書
を
持
っ
て
確
定
申

告
等
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
寄
附

し
て
い
た
だ
い
た
金
額
の
一
部
を
本
来

納
め
る
所
得
税
、住
民
税
か
ら
引
く（
控

除
す
る
）
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
鹿
児
島
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp/

　
　
　

hurusatonouzei/

■
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

決
し
て
寄
附
を
強
要
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。「
ふ
る
さ
と
納
税
」
を

か
た
っ
た
寄
附
の
強
要
や
詐
欺
行
為
に

は
十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
お
申
し

込
み
の
な
い
方
へ
、
お
電
話
で
振
込
先

を
お
伝
え
し
て
送
金
を
お
願
い
す
る
こ

と
は
一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
！

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
企
画
政
策
課
企
画
調
整
係

　

℡
４
７
４
ー
１
１
１
１
（
内
線
２
５
４
）
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試験区分 採用予定人員 受　験　資　格

一般事務職 若干名 昭和 54 年 4 月 2 日から平成 3 年 4
月 1日までに生まれた者

■共通事項
　●学校教育法に基づく高等学校卒業（平成 21 年 3月卒業
　　見込みの者を含む。）程度の学力を有する者で、職員に
　　採用後は、志布志市内に居住できる者
　●次のいずれかに該当する者は受験できません。
　　（ア）日本国籍を有しない者
　　（イ）成年被後見人及び被保佐人
　　（ウ）禁こ以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで
　　　　			又はその執行を受けることがなくなるまでの者
　　（エ）日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又
　　　　			はその下に成立した政府を暴力で破壊することを
　　　　			主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに
　　　　			加入した者

■一次試験
■日時　平成２０年９月２１日（日）
　　　　午前８時３０分から（午前８時受付開始）
■場所　農村環境改善センター（市役所隣）ホール
※一次試験結果の通知は平成 20 年 10 月中旬受験者全員に
　文書で通知します。
■二次試験　面接試験（一次試験合格者のみ）
■受験申込の期間及び手続
■申込期間
　● 7月 28 日（月）から 8月 25 日（月）まで（土、日曜
　　日を除く）午前 8時 30 分から午後 5時 15 分まで受け
　　付けます。（郵送の場合は 8月 25 日必着です）
■申込手続
　●受付申込書は市役所総務課人事厚生係、各支所地域振
　　興課総務係に準備してあります。
　●郵便での請求は封筒の表に「採用試験願書請求」と朱
　　書し、角型 2号の返信用封筒に 120 円切手を貼り付け
　　たものを同封し下記まで請求してください。
■申込・問い合わせ先　市役所総務課人事厚生係
　℡ 099-474-1111（内線 212）　Fax	099-474-2281
　〒 899-7492　志布志市有明町野井倉 1756　志布志市役所

平成20年度志布志市
職員採用候補者名簿登載試験のご案内

輝北ダム

ＳＴＯＰ



市役所本庁舎に売店ができました。切手や収入印紙等も販売しています。ご利用ください。（9:00 ～ 15:00 営業）閉庁日は休みです。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
に
つ
い
て

　

災
害
発
生
時
に
は
一
般
の
電
話
や
携
帯

電
話
は
つ
な
が
り
に
く
く
な
り
、
ご
家
族

や
親
戚
・
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る
こ
と

が
非
常
に
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル（
１
７
１
）」

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

災
害
時
に
比
較
的
つ
な
が
り
や
す
い
公
衆

電
話
か
ら
の
利
用
も
可
能
で
す
。

■
提
供
開
始

　

震
度
６
弱
以
上
の
地
震
発
生
時
、
及
び

地
震
・
噴
火
等
の
発
生
に
よ
り
、
被
災
地

へ
向
か
う
安
否
確
認
の
た
め
の
通
話
等
が

増
加
し
、
被
災
地
へ
向
け
て
の
通
話
が
つ

な
が
り
に
く
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
側
で
速
や
か
に
利
用
可
能
と
し
ま

す
。 伝言を録音する場合

１７１　　１　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を 30秒以内で録音　　電話を切る

案内 案内

伝言を聞く場合
１７１　　２　　０９９４７ＸＸＸＸＸ

　　１＃　　伝言を聞く　　　　　   　　電話を切る

案内 案内

被災地での共通の電話番号になるため、ご家族、親戚等であ
らかじめ登録する番号を決めておいてください。自宅の電話
番号がよいでしょう。
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サマージャンボ宝くじ
住みよいまちづくりに使われます！

　「サマージャンボ宝くじ（市町村振興宝くじ）」が全国の
宝くじ売り場で発売されます。
　この宝くじの収益金は、市町村が行う公共事業費などの
資金として明るく住みよいまちづくりに使われます。
■発売日　7月 14 日（月）～ 8月 1日（金）
■抽選日　8月 12 日（火）
■当せん金支払い期間
　平成 20 年 8月 18 日（月）～平成 21 年 8月 17 日（月）
※この宝くじは通信販売で買うこともできます。
※昨年のサマージャンボ宝くじ（第526回全国自治宝くじ）
　の時効（平成 20 年 8月 20 日（水））が迫っております。
　再度当せん番号の確認をお願いします。

鹿児島県警察官募集
警察官Ｂ（高校卒業程度）を募集します！

■試験区分
　●警察官Ｂ（男性）　（鹿児島県志望）	 42 名
　〔警視庁（東京）・神奈川・愛知・滋賀・大阪〕（各２名）
　●警察官Ｂ（女性）　（鹿児島県志望のみ）	 ５名
　●警察官Ｂ（武道）　（鹿児島県志望のみ）	 ２名
■鹿児島県志望者の受験資格等
　●昭和52年4月2日から平成3年4月1日までに生まれた者
　●警察官Ｂ（武道）は、上記に該当する男性で、柔道 2段
　　（高校を平成 21 年 3 月末までに卒業見込みの方は初
　　段）以上又は剣道 2段以上であること
■第１次試験
　●試 験 日　　平成 20 年 9月 21 日（日）
　●試験内容　　教養試験、作文試験、身体検査
　　　　　　　　実技試験（武道のみ）
　●試 験 地　　鹿児島市会場、鹿屋市会場　他　
　　　　　　　　※武道は鹿児島市会場のみ
■採用試験案内・受験申込書配布場所
　県警察本部警務課（警察庁舎３階）又は志布志警察署など
※郵送による配布も行っていますので、郵送希望者は下記
　へお問い合わせください。
■申込受付　8月 6日（水）～ 8月 22 日（	金	）
※郵送の場合は８月 22 日（金）までの消印有効
	問い合わせ先　鹿児島県警察本部警務課採用係
　℡ 099-206-0110（内線2636）直通 099-206-2220
　URL　http://www.pref.kagoshima.jp/police/
　志布志警察署警務課　℡ 472-0110

国民生活金融公庫鹿屋支店に「出張相談窓口」を開設

　平成 20 年 10 月に農林公庫は国民生活金融公庫、中小
企業金融公庫等と統合し「株式会社日本政策金融公庫」と
して生まれ変わります。
　これに先立ち、当面の間、月 2回（1回あたり連続 2日
間）の割合で国民生活金融公庫鹿屋支店に「出張相談窓口」
を開設し、農林公庫の担当者が借入に関するご相談や手続
きの受付を行います。
■場所　国民生活金融公庫鹿屋支店
■開設日と時間　第２・第 4月曜日とこれに続く火曜日
　（9月の第 4週は 9月 24 日（水）、25 日（木）です）
　月曜日（及び 9月 24 日）　12:00 ～ 15:00
　火曜日（及び 9月 25 日）　 9:00 ～ 12:00
 問い合わせ先　農林漁業金融公庫鹿児島支店
 　　　　　　　フリーダイヤル 0120-91-1725

和風交流会～香港青年と和を楽しむ～

　香港の大学生と一緒に、和風のお菓子や小物づくりを体
験しましょう。
■日時　7月 30 日（水）　14:00 ～ 16:00
■場所　カピックセンター
■参加費　500 円
■応募方法　電話、FAX、E-mail で応募してください。
■申し込み期限　7月 20 日（日）
■定員　30 人（先着順）
	問い合わせ先 
　カピックセンター（アジア太平洋農村研修センター）
　　℡ 0994-45-3288、FAX：0994-45-3258
　　E-mail　kapic111@po3.synapse.ne.jp
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メダカの学校「親子でふれ合う川遊び（みっちゃびぃ）」

　メダカの学校志布志分校は、志布志ロータリークラブとの
共催で「親子でふれ合う川遊び」を行います。親子で故郷の
良さを再確認してもらい、自然の素晴らしさを体験してもら
おうと考えています。皆さんの参加をお待ちしています。
■日時　8月 17 日（日）　8:30 ～ 15:30（小雨決行）
■場所　志布志町内之倉潤ケ野地区営農研修センター
■対象　メダカや自然保護に興味のある小・中学生・保護者
　　　　（小学 3年生以上で保護者同伴のこと）
■参加費　500 円（昼食代を含む）
■応募締切　7月 30 日（定員になり次第締め切り）
■内容　川遊び・自然観察会・そうめん流し・水鉄砲作り・千軒太鼓
■準備　川で遊べる靴（サンダル等は禁止）・水中メガネ
　　　　・帽子・軍手・着替え・水着・雨具・タオル
 問い合わせ先　メダカの学校志布志分校事務局
　℡ 472-2537（下野）　Fax 472-2537

「しいたけ」「たけのこ」生産者養成講座

■場所　県森林技術総合センター（姶良郡蒲生町）及び現地
■時期　9月～ 3月の 4日間（たけのこ）
　　　　8月～ 3月の 6日間（しいたけ）
■定員　20 人（いずれも）
■申込　県出先事務所の各地域振興局農林水産部（各支所）
　　　　林務担当課または各支庁農林水産部林務担当課
■申込締切　7月 31 日（必着）
 問い合わせ先　県庁林業振興課特用林産係
　℡ 099-286-3364　Fax 099-286-5609
　E-Mail  tokurin@pref.kagoshima.lg.jp
　詳しくは鹿児島県ホームページをご覧ください。

２００８志布志みなとまつり「学の夏休み」上映会
■開催日　7月 27 日 ( 日）みなとまつり当日
■場　所　サンポートしぶしアピア 2階ホール特設会場
■上映時間　1回目　13:00　開始 2回目　14:00　開始
■入場無料　1回・2回とも先着 50 人に記念品進呈
■対象　小学校 1年から 6年生のお子様とその保護者
 問い合わせ先　新大隅青年会議所　℡ 473-2378 
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７月
８月

20日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  びろうの樹整形外科（整形・内科） ℡471-6611
21日 井手小児科（小児科） ℡473-3211
  松下医院（内・外科、皮膚科） ℡472-1124
27日 大山病院（内科） ℡472-1400
  東郷クリニック（産婦人科） ℡473-1035
３日 藤後クリニック（内科） ℡472-1237
  みやじクリニック（内科、放、呼、胃） ℡471-5000
10日 手塚クリニック（内科、外科） ℡472-5565
  石神診療所（内科・皮膚科） ℡474-0107
17日 陽春堂内科診療所（内科） ℡472-5511
  山下クリニック（内・外科、整、脳、理） ℡487-9001
24日 はまさき耳鼻咽喉科（耳鼻咽喉科） ℡473-3387
  藤後クリニック（内科） ℡472-1237

7月・8月 休日在宅医診療

※夜間に病気や怪我で困ったときは「曽於郡
医師会夜間急病センター（曽於郡医師会立病院
内)」までお問い合わせください。（℡482-5899）

※都城市・北諸県郡管内の休日の救急診療機
関は、電話でのテープ案内（℡0986-23-5555）
を行っていますのでご活用ください。

7月

8月

■松山地区　
７ 月	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
８ 月	 今井水道	 	 ℡ 487-8868

13 日	 イケダ	 	 ℡ 487-8771
14 日	 加世田建設	 	 ℡ 487-2057
15 日	 佐藤建設	 	 ℡ 487-2049

■志布志地区
７ 月 15 日～ 7 月 21 日	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
７ 月 22 日～７ 月 28 日	 高吉組	 ℡ 472-0721
７ 月 29 日～８ 月 ４ 日	 崎田建設	 ℡ 473-0050
８ 月 ５ 日～８ 月 11 日	 志布志水道	 ℡ 472-3540
８ 月 12 日～８ 月 13 日	 山本組	 ℡ 472-1101
８ 月 14 日	 	 高吉組	 ℡ 472-0721
８ 月 15 日	 	 宮崎水道	 ℡ 472-1081
８ 月 16 日	 	 崎田建設	 ℡ 473-0050
８ 月 17 日～８ 月 25 日	 山本組	 ℡ 472-1101
■有明地区
７ 月 13 日～ 7 月 19 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
７ 月 20 日～ 7 月 26 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
７ 月 27 日～８ 月 ２ 日	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 ３ 日～８ 月 ９ 日	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 10 日～８ 月 12 日	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 13 日	 	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596
８ 月 14 日	 	 郡山工業	 ℡ 475-0008
８ 月 15 日	 	 西江建設	 ℡ 474-2113
８ 月 16 日	 	 山中水道建設	 ℡ 474-1440
８ 月 17 日～８ 月 23 日	 有徳設備工業	 ℡ 475-1596

基本料金だけの水道利用者の皆様へ
　水道料金は、水道メーター器が取り付けてあるだけで、
基本料金が発生します。休止の手続きをされますと、水
道料金は発生しませんので休止の手続きをお勧めします。
又、休止されていた水道を使用される場合は、1000 円で
開始できますので便利な休止制度をご利用ください。

水道修繕当番店
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ダグリ岬海水浴場海開き（8月31日まで）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

子どもフェスティバル2008（13:00～16:30 市文化会館）

29

13 鹿児島県知事選挙投票日
おじゃったもんせクリーン大作戦（市内全域）

14
掘り出しもの市（10:00～ そおリサイクルセンター）

30

15
5歳児歯科検診（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

法律相談（13:00～15:00 志布志支所5F会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）

三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）8/1
16

母子手帳交付（13:30～16:30 本庁保健課窓口）
2

17
2歳児・5歳児歯科検診（13:00～13:15受付 やっちくふれあいセンター）
行政相談（13:00～16:00 志布志支所5F会議室） 3

18
4

5 法律相談（13:00～15:00 本庁3階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）
心配ごと相談（10:00～15:00 老人福祉センター松山）

両親学級（9:30～9:40受付 健康ふれあいプラザ）

心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）
女性支援相談（13:00～17:00 有明改善センター）

母子手帳交付（13：30～16：30 本庁保健課窓口）
肺がん検診（有明地区）※1
乳児健診/BCG予防接種（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
三種混合予防接種（13:30～13:50受付 有明改善センター）
肺がん検診（有明地区）※1

肺がん検診（有明地区）※1
2歳児・5歳児歯科健診（13:00～13:30受付 有明改善センター）

6

7

8

9

(火)

10

肺がん検診（有明地区）※1
11

12
肺がん検診（有明地区）※1

母子手帳交付（9:30～12:00 松山支所福祉課窓口）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）13

1歳6か月児健康診査/麻しん風しん混合予防接種
　　　　（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）

19 ダグリ岬遊園地プール開き（8月31日まで）

20
バラクライダー見学・体験試乗会（10:00～ 宮田ランディング場）

21 海の日

22

(土)

心配ごと相談（10:00～15:00 市民センター有明）

23

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(日)

三種混合予防接種（13:30～14:00受付 アピア2階ホール）
母子手帳交付（9：30～12：00 松山支所福祉課窓口）

年金移動相談所（10:00～15:00 志布志支所5階会議室）
心配ごと相談（10:00～15:00 健康ふれあいプラザ）

24 1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 宇都鼻研修センター）
育児相談（10:30～12:00 宇都鼻研修センター）

25 1歳児歯科相談（9:30～10:00受付 やっちくふれあいセンター）
育児相談（10:30～12:00 やっちくふれあいセンター）

26
志布志みなとまつり（前夜祭）

27
志布志みなとまつり（本祭）

(月)
28

※ 志布志支所での母子手帳交付は毎週月曜日の午前中に福祉課窓口で行います。
※1 場所・時間の詳細は、対象者に配布される受診票をご覧になるか、本庁保健対策係にお問い合わせください。

日曜当番医は39ページに掲載しています

(水)

3歳児健康診査（13:00～13:30受付 健康ふれあいプラザ）
31
(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)
14
(木)

編集・発行　志布志市役所総務課　〒 899-7492　鹿児島県志布志市有明町野井倉 1756 番地
℡	099-474-1111　Fax	099-474-2281　E-mail=info@city.shibushi.lg.jp　URL=http://www.city.shibushi.lg.jp

　
　
　

編
集
後
記

▼
童
謡
「
一
年
生
に
な
っ
た
ら
」
の
歌
詞
で

「
友
達
１
０
０
人
で
き
る
か
な
」の
フ
レ
ー
ズ

が
あ
り
ま
す
が
、
市
内
の
小
学
校
の
半
数
以

上
が
児
童
数
１
０
０
人
未
満
で
す
。
▼
特

集
の
取
材
で
、
全
校
児
童
27
人
の
田
之
浦

小
学
校
に
幾
度
と
な
く
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

▼
同
小
学
校
で
は
、
毎
週
、
月
曜
日
の
昼
休

み
は
「
校
長
先
生
と
遊
ぶ
日
」
で
、
子
ど
も

た
ち
は
給
食
も
早
め
に
済
ま
せ
て「
楽
し
く
」

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
▼
校
長
先
生
と
一
緒
に

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
懐
か
し
い
風
景
を

見
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
▼
私
た
ち
も

大
勢
で
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
で
次
第
に
自
分
の

役
割
が
分
か
り
、
先
輩
や
後
輩
と
の
付
き
合

い
方
が
身
に
付
い
た
も
の
で
す
。
▼
ク
ラ
ブ

活
動
・
塾
通
い
で
多
忙
な
子
ど
も
た
ち
が

多
く
、人
間
関
係
が
細
切
れ
で
希
薄
に
な
っ

て
い
る
現
在
、
た
ま
に
は
勉
強
も
忘
れ
て

一
生
懸
命
遊
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
を
褒

め
て
あ
げ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。（
山
本
）

　

７
月
・
８
月
の
行
事
予
定

げ
ん
き
市
（
昭
和
通
付
近
）

　

毎
週
土
・
日
曜
日
（
９
時
～
15
時
）

花
野
果
市
（
田
之
浦
ふ
る
さ
と
交
流
館
）

　

７
月
27
日
（
９
時
～
12
時
）

戌
の
市
（
宝
満
寺
跡
）

　

７
月
21
日
、
８
月
２
日
、
14
日

駅
通
り
会
土
曜
朝
市
（
ア
ピ
ア
前
駐
車
場
）

　

毎
月
第
１
、第
３
土
曜
日（
７
時
～
11
時
）

そ
ば
処
ち
ん
た
ら
庵（
山
重
芝
用
国
道
沿
）

　

毎
週
日
曜
日
（
11
時
～
14
時
）

掘
り
出
し
物
市
（
そ
お
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

　

８
月
11
日
（
10
時
～
）

【
市

報
し

ぶ
し

設
置

一
覧（

順
不

同
）】  市

役
所

本
庁・市

役
所

各
支

所・市
文

化
会

館
・図

書
館・公

民
館・ボ

ル
べ

リ
ア

ダ
グ

リ・蓬
の

郷・健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ・蓬
原

郵
便

局
・

有
明

郵
便

局
・

鹿
児

島
銀

行
志

布
志

支
店

・
鹿

児
島

銀
行

有
明

出
張

所

・
エ

プ
ロ

ン
ロ

ー
ド

・
ハ

ー
テ

ィ
ー

志
布

志
店

・
ニ

シ
ム

タ
志

布
志

店
・

ホ
ー

ム
マ

ン
北

山
・

ス
ー

パ
ー

ぬ
き

ざ
こ

N
ukk店

・
Ａ

コ
ー

プ
あ

お
ぞ

ら
店

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
JA有

明
西

部
店

・
あ

お
ぞ

ら
一

丁
目

・
ア

イ
シ

ョ
ッ

プ
安

藤
・

ア
イ

シ
ョ

ッ
プ

伊
﨑

田
・

サ
ン

ポ
ー

ト
し

ぶ
し

ア
ピ

ア
・

道
の

駅『
松

山（
村

留
ダ

チ
ョ

ウ
牧

場
）』・

さ
ん

ふ
ら

わ
あ

待
合

室
・

タ
イ

ヨ
ー

志
布

志
店

・
サ

ン
キ

ュ
ー

西
志

布
志

店


